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第
一
節

委
員
会
等
の
組
織

市
で
は
、
平
成
八
年
七
月
三
十
一
日
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
を
組
織
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
八
年
五
月
、
大
洲
城
天
守
閣
再
建
検
討
委
員
会
（
平
成
六
年
十
月
発

足
）
で
「
大
洲
城
天
守
閣
は
建
築
基
準
法
第
三
十
八
条
の
建
設
大
臣
の
認
定
に
よ
り

純
木
造
で
復
元
が
可
能
」
と
な
る
旨
が
報
告
さ
れ
た
た
め
、
本
格
的
な
木
造
に
よ
る

復
元
に
向
け
体
制
を
強
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
代
委
員
長
は
、
桝
田
與
一
大
洲
市

長
が
務
め
、
顧
問
に
宮
上
茂
隆
氏
を
迎
え
入
れ
た
。
第
二
回
目
か
ら
商
工
会
議
所
会

頭
の
村
上
五
郎
氏
が
委
員
長
を
務
め
、
第
四
回
目
か
ら
同
じ
く
会
頭
の
井
関
和
彦
氏

が
引
き
継
ぎ
、
最
終
の
委
員
会
ま
で
委
員
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
平
成
十
年
三
月
三

日
、
各
分
野
を
専
門
的
に
検
討
す
る
た
め
復
元
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
専
門
委

員
会
を
組
織
し
た
。
専
門
委
員
会
は
、
保
存
管
理
、
建
設
、
募
金
、
募
木
の
四
専
門

委
員
会
と
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
九
年
七
月
一
日
、
庁
内
の
職
員
で
構
成
す
る
大
洲

城
天
守
閣
復
元
推
進
班
を
設
置
し
た
。
推
進
班
は
、
事
業
実
施
に
伴
う
諸
課
題
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
た
。
な
お
、
各
委
員
会
の
事
務
局
は
、
市
商
工
観
光
課
が
担
当
し

た
。各

委
員
会
の
開
催
期
日
と
主
な
議
事
内
容
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第１回大洲城天守閣復元委員会の様子第１２回大洲城天守閣復元委員会の様子
使用する瓦の紋様を検討した。

9

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第２章　Ｐ７～６６  2005.01.06 14.04.08  Page 9 

9



大洲城天守閣復元委員会及び専門委員会の開催と主な議事内容

主な議事内容

市制施行５０周年となる平成１６年完成に向け、史実に基づいた木
造での大洲城天守の復元を目指す。
専門委員会、復元班会の設置、大洲城跡保存整備範囲、かわら
版復元大洲城の連載、募金活動の展開について検討。
専門委員の選出、スケジュール、大洲城跡保存整備計画等につ
いて検討。

専門委員委嘱

事業進捗状況の確認、城跡内樹木調査の報告、専門委員会での
審議事項について検討。
ボーリング調査結果、発掘調査の準備状況、基本設計の進捗状
況、市内銘木（高齢林）調査結果等について報告、承認。
発掘調査現地視察。基本設計の完了について報告、承認。建築
工事費１３億円、募金目標額５億円について承認。

大洲城跡樹木整備計画について検討。

募金目標額５億円の内訳について決定。

基本設計をもとにした木材調書の確認。

大洲城跡樹木整備計画について現地視察を行い、具体的に検討。

具体的な木材調達先を検討。地元材をできるだけ調達すること
で一致。
発掘調査結果、募金状況、第１次樹木整備計画、募木活動状況、
御杣始め式の開催予定について報告、承認。

建築基準法３条により復元を進めることについて報告、承認。

建築基準法３条の詳細、実施設計に伴う高さ・床面積の変更、
石垣耐力度調査結果、木曽材の調達について報告、承認。
現状変更申請状況、石垣耐力度調査結果、高さ・床面積の変更
について報告、承認。

外構工事計画の素案、木材調達状況について報告、承認。

大口募金推進委員の設置を承認。

建築基準法３条適用により復元が可能となったことを報告。第
２次樹木整備計画について承認。
天守台石垣改修計画、第２次樹木整備計画、台所櫓内の受付設
置について承認。御用木お披露目式の開催について承認。
大口募金推進委員の委嘱。活動日程、依頼先、趣意書（カラー）
の作製等について承認。

市内大口募金活動の具体的な日程、班分けを検討。

市内大口募金活動の状況報告。市外依頼先の検討。

大洲城天守閣復元イベント実行委員会を組織することについて
承認。

木曳き式の開催、瓦記名会の開催について承認。

瓦紋様を蛇の目瓦とすることで決定。

復元工事現場を見学。

大口募金活動報告、市外大口募金活動について検討。

天守三階内部の壁の仕上げ及び棟瓦の設計変更について承認。

外構工事等周辺整備について承認。

大洲城天守閣管理計画について承認。

第３次樹木整備の現地視察を行い、承認。サイン計画承認。

完成記念行事等について承認。

復元委員及び専門委員長への感謝状贈呈。

期 日

平成８年７月３１日

平成９年６月２６日

平成１０年１月１９日

平成１０年３月３日

平成１０年６月１日

平成１０年１１月９日

平成１１年４月２２日

平成１１年５月２６日

平成１１年５月２８日

平成１１年６月３日

平成１１年７月５日

平成１１年１２月２２日

平成１１年１２月２４日

平成１２年７月３１日

平成１２年９月２９日

平成１２年１１月２２日

平成１３年２月５日

平成１３年５月１４日

平成１３年６月８日

平成１３年７月１６日

平成１３年７月３１日

平成１３年８月１７日

平成１３年１１月１２日

平成１４年１月２５日

平成１４年５月９日

平成１４年９月１１日

平成１４年１１月１３日

平成１４年１１月２９日

平成１５年１月３０日

平成１５年５月２３日

平成１６年１月１９日

平成１６年２月１３日

平成１６年５月２４日

平成１６年１１月２２日

委員会の名称

第１回大洲城天守閣復元委員会

第２回大洲城天守閣復元委員会

第３回大洲城天守閣復元委員会

専門委員会委員委嘱式

第４回大洲城天守閣復元委員会

第５回大洲城天守閣復元委員会

第６回大洲城天守閣復元委員会

大洲城天守閣保存管理専門委員会

大洲城天守閣募金専門委員会

大洲城天守閣建設専門委員会
大洲城天守閣募木専門委員会

大洲城天守閣保存管理専門委員会

大洲城天守閣募木専門委員会

第７回大洲城天守閣復元委員会
大洲城天守閣募金専門委員会

第８回大洲城天守閣復元委員会・専門委員会

大洲城天守閣建設専門委員会
大洲城天守閣募木専門委員会

大洲城天守閣保存管理専門委員会

大洲城天守閣保存管理専門委員会
大洲城天守閣建設専門委員会
大洲城天守閣募木専門委員会

大洲城天守閣募金専門委員会

第９回大洲城天守閣復元委員会
大洲城天守閣建設専門委員会
大洲城天守閣保存管理専門委員会
大洲城天守閣募木専門委員会
大洲城天守閣大口募金推進委員会
大洲城天守閣募金専門委員会

大洲城天守閣大口募金推進委員会

大洲城天守閣大口募金推進委員会

第１０回大洲城天守閣復元委員会

第１１回大洲城天守閣復元委員会

第１２回大洲城天守閣復元委員会

大洲城天守閣復元委員会・専門委員会現場見学会

大洲城天守閣大口募金推進委員会

大洲城天守閣建設専門委員会

第１３回大洲城天守閣復元委員会

第１４回大洲城天守閣復元委員会・専門委員会

大洲城天守閣保存管理専門委員会

第１５回大洲城天守閣復元委員会

大洲城天守閣復元委員会・専門委員会解散式
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平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
委
員
会
解
散
時
の
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
及
び

各
専
門
委
員
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
】

二
十
四
名

委
員
長

大
洲
商
工
会
議
所
会
頭

井

関

和

彦

副
委
員
長

大
洲
市
観
光
協
会
長
・
大
洲
市
議
会
議
員

小

泉

紘

文

副
委
員
長

大
洲
史
談
会
長

中

川

一

生

委

員

大
洲
市
議
会
議
員

大

森

隆

雄

委

員

大
洲
市
議
会
議
員

吉

岡

昇

平

委

員

大
洲
市
議
会
議
員

清

水

久
二
博

委

員

大
洲
市
公
平
委
員
長

栗

田

康

丸

委

員

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
長

近

田

宣

秋

委

員

大
洲
市
校
長
会
長

土

居

義

彦

委

員

大
洲
市
区
長
会
長
会
会
長

尾

上

清

則

委

員

大
洲
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
長

山

本

敏

和

委

員

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
長

山

本

薫

委

員

大
洲
市
文
化
協
会
長

久

保

幸

信

委

員

大
洲
市
連
合
婦
人
会
長

三

好

康

子

委

員

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

徃

田

千
鶴
亀

委

員

前
大
洲
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
副
委
員
長

稲

田

實

留

委

員

大
洲
青
年
会
議
所
理
事
長

弓

達

秀

樹

委

員

大
洲
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長

矢

野

一

友

委

員

大
洲
市
連
合
青
年
団
長

川

口

裕

二

委

員

大
洲
市
森
林
組
合
長

窪

田

亀

一

委

員

大
洲
市
助
役

松

井

健

委

員

大
洲
市
収
入
役

板

倉

博

道

委

員

前
大
洲
市
教
育
委
員
会
教
育
長

片

山

章

史

顧

問

大
洲
商
工
会
議
所
顧
問

村

上

五

郎

【
大
洲
城
天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
】

七
名

委
員
長

大
洲
史
談
会
副
会
長

今

井

一

行

副
委
員
長

大
洲
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

土

居

泰

正

委

員

大
洲
の
将
来
を
考
え
る
会
会
長

宮

下

利

秋

委

員

大
洲
商
工
会
議
所
事
務
局
長

木

内

進

委

員

大
洲
市
観
光
協
会
副
会
長

北

本

宏

委

員

大
洲
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長

冨

永

憲

司

委

員

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長

水

井

政

信

【
大
洲
城
天
守
閣
建
設
専
門
委
員
会
】

六
名

委
員
長

愛
媛
県
建
築
士
事
務
所
協
会
副
会
長

柿

本

五

月

副
委
員
長

愛
媛
県
建
築
士
会
大
洲
支
部
長

菅

野

隆

次

委

員

愛
媛
県
建
設
業
協
会
喜
多
支
部
副
支
部
長

村

上

五

郎

委

員

愛
媛
県
建
築
士
会
大
洲
支
部
事
務
局
長

和

田

博

委

員

大
洲
市
都
市
整
備
課
長

城

戸

良

一

委

員

大
洲
市
建
設
課
長

矢

畑

満

芳

【
大
洲
城
天
守
閣
募
金
専
門
委
員
会
】

十
八
名

委
員
長

大
洲
商
工
会
議
所
副
会
頭

桧

田

芳

文

副
委
員
長

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
常
務
理
事

成

岡

安

善

副
委
員
長

前
大
洲
市
連
合
婦
人
会
副
会
長

梅

林

鶴

子
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大洲市長 

専門委員会 

保存管理専門委員会 ７人 

24人 

計40人 

大洲城天守閣復元委員会 

事務局：商工観光課 

・城郭の保存管理に関すること 
建設専門委員会 ６人 

・城郭の建設及び石垣に関すること 

募金専門委員会 18人 
・資金の調達に関すること 

募木専門委員会 ９人 
・木材の調達に関すること 

回答↑ 

意見答申↑ 

↓調査・検討の依頼 

↓意見具申 

報告→ 

調査・研究 
の指示 ↓ 

大
洲
城
天
守
閣
復
元
推
進
班 

大
洲
城
城
郭
整
備
及
び
天
守
閣
・
多
聞 

櫓
建
設
の
た
め
の
諸
課
題
を
調
査
・
研 

究
し
て
市
長
に
報
告
す
る 

９人 

１　天守閣の復元の趣旨 
２　天守閣及びその周辺の城郭整備 
３　城郭の保存管理 
４　天守閣及び多聞櫓の建設 
５　建設に必要な資金の調達 
６　建設に必要な木材の調達 

委

員

大
洲
金
融
協
会
長

加

藤

修

委

員

久
米
区
長
会
長

豊

川

功

委

員

肱
北
区
長
会
長

森

本

包

委

員

喜
多
区
長
会
長

一

宮

保

則

委

員

平
区
長
会
長

梅

崎

清

委

員

平
野
区
長
会
長

今

井

要

委

員

南
久
米
区
長
会
長

河

野

靖

委

員

菅
田
区
長
会
長

西

岡

秀

幸

委

員

大
川
区
長
会
長

松

岡

昇

平

委

員

柳
沢
区
長
会
長

徳

田

哲

雄

委

員

新
谷
区
長
会
長

村

上

恒

夫

委

員

三
善
区
長
会
長

矢

野

俊

和

委

員

八
多
喜
区
長
会
長

水

成

好

春

委

員

上
須
戒
区
長
会
長

上

田

裕

穂

委

員

大
洲
市
会
計
課
長

滝

野

弘

志

【
大
洲
城
天
守
閣
募
木
専
門
委
員
会
】

九
名

委
員
長

篤
林
家

信

高

武

雄

副
委
員
長

�
向
井
木
材

藤

山

勉

委

員

大
洲
市
森
林
組
合
専
務
理
事

石

本

盛

雄

委

員

愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
大
洲
木
材
市
売
場
所
長

武

田

三

徳

委

員

前
新
谷
公
益
会
理
事
長

堀

井

常

男

委

員

三
善
地
区
山
林
管
理
組
合
長

石

田

毅

委

員

柳
沢
産
業
観
光
開
発
委
員
会
委
員
長

宮

本

喜
一
郎

委

員

�
伊
予
木
材

平

塚

延

久

委

員

大
洲
市
農
林
課
長

松

岡

良

明

大洲城天守閣復元に係る組織図
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第
二
節

県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画

市
で
は
、
貴
重
な
歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
る
大
洲
城
跡
を
適
切
に
保
全
し
、
史
実

を
重
視
し
た
整
備
を
図
り
、
後
世
へ
む
け
て
伝
承
し
か
つ
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

歴
史
と
文
化
の
か
お
り
高
い
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
平

成
八
年
度
か
ら
九
年
度
に
か
け
て
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
を
策

定
し
た
。（
計
画
書
発
行
・
平
成
十
年
五
月
）
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
大
洲

城
天
守
閣
復
元
委
員
会
の
意
見
を
ま
と
め
、
文
化
庁
建
造
物
課
及
び
愛
媛
県
教
育
委

員
会
文
化
財
保
護
課
に
指
導
を
受
け
た
。

本
計
画
で
は
、
計
画
実
現
の
た
め
に
周
辺
の
土
地
利
用
、
用
途
規
制
、
道
路
・
公

園
計
画
な
ど
と
調
整
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
洲
市
総
合
計
画
や

大
洲
市
都
市
計
画
基
本
構
想
な
ど
上
位
計
画
、
そ
の
他
各
種
計
画
と
の
整
合
性
を
図
っ

た
。（
第
一
章
）
ま
た
、
大
洲
城
の
歴
史
、
構
造
、
史
料
、
現
況
等
学
術
的
な
調
査
、

考
察
を
宮
上
茂
隆
氏
が
行
っ
た
。（
第
二
章
）
こ
れ
ら
第
一
章
・
第
二
章
を
踏
ま
え
、

市
に
と
っ
て
最
も
有
用
な
大
洲
城
跡
の
整
備
方
針
を
計
画
し
た
。（
第
三
・
四
章
）
本

計
画
に
お
い
て
、
天
守
及
び
多
聞
櫓
の
復
元
は
、
天
守
雛
形
や
明
治
時
代
の
写
真
等

に
よ
り
そ
の
外
観
や
構
造
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
歴
史
的
価
値
が
非
常
に
高
い
た

め
、
他
の
建
造
物
に
先
立
ち
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

以
下
は
、
本
計
画
の
構
成
で
あ
る
。

〈
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
〉

（
か
わ
ら
版
第
二
十
四
号
）

第
一
章

大
洲
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
城
跡
整
備
計
画

一

大
洲
市
の
概
要

二

計
画
策
定
の
経
過

○
城
跡
及
び
そ
の
周
辺
の
整
備
経
過

○
大
洲
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
よ
る
旧
大
洲
城
天
守
閣
復
元
計
画

○
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

三

県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
策
定
の
目
的

○
大
洲
市
総
合
計
画
と
の
関
連

○
大
洲
市
都
市
計
画
基
本
構
想
と
の
関
連

○
肱
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
関
連

○
大
洲
市
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用

○
大
洲
市
の
固
有
資
源

○
大
洲
市
の
将
来
計
画
の
中
に
お
け
る
肱
南
地
区
の
位
置
付
け

第
二
章

大
洲
城
の
構
造
と
沿
革
並
び
に
城
跡
の
現
況

一

大
洲
城
の
沿
革
―
築
城
と
修
復

○
築
城

○
藩
政
期
の
修
復

二

大
洲
城
跡
の
変
遷
―
廃
城
と
建
物
の
解
体

三

大
洲
城
の
構
造

○
大
洲
城
の
構
造
基
本
構
成

○
建
物
（
門
・
塀
・
櫓
・
御
殿
・
天
守
）

○
大
洲
城
の
資
料

四

史
跡
指
定
と
現
存
指
定
建
造
物

五

城
跡
の
現
況

○
残
存
遺
構
（
堀
・
石
垣
）
と
破
損
状
況

○
周
辺
城
跡
等
の
分
布
状
況

○
城
山
公
園
の
利
用
状
況

13
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○
植
生
状
況

○
現
況
の
問
題
点

第
三
章

城
跡
保
存
整
備
計
画

一

基
本
方
針

○
基
本
理
念

○
調
査
・
整
備
・
修
景
の
必
要
性

○
建
物
復
元

○
公
開
施
設
整
備

○
管
理
運
営

二

整
備
基
本
計
画

○
整
備
方
針

○
空
間
整
備
計
画

○
全
体
整
備
計
画

・
植
栽
計
画

・
展
示
施
設
計
画

・
公
園
施
設
計
画

・
導
入
路
・
駐
車
場
計
画

・
防
災
計
画

三

整
備
事
業
計
画

○
事
業
範
囲

・
事
業
イ
メ
ー
ジ

・
公
園
施
設
計
画

・
城
跡
へ
の
導
入
路
・
駐
車
場

・
施
設
管
理

・
防
災
管
理

○
石
垣
修
復
計
画

○
復
元
事
業
計
画

○
発
掘
調
査
計
画

第
四
章

事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

一

段
階
整
備

二

年
次
計
画

長期計画でみる大洲城跡保存整備計画全体完成予想図
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第
三
節

大
洲
城
跡
樹
木
整
備

市
で
は
、
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
十
一
年

十
月
大
洲
城
跡
樹
木
整
備
計
画
を
策
定
し
、
平
成
十
一
年
度
、
十
三
年
度
、
十
五
年

度
と
三
回
に
分
け
て
全
体
の
約
一
割
の
樹
木
の
伐
採
を
実
施
し
た
。

一

大
洲
城
跡
樹
木
整
備
計
画

１

趣

旨

大
洲
城
跡
は
、
明
治
以
来
全
体
構
想
の
な
い
ま
ま
に
改
修
整
備
が
実
施
さ
れ
て
き

た
た
め
、
雑
然
と
し
た
状
況
に
あ
る
。
先
に
策
定
し
た
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」

保
存
整
備
計
画
の
実
施
に
あ
た
り
、
現
在
の
城
跡
内
の
生
態
系
を
守
り
な
が
ら
、
城

跡
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
樹
木
、
遠
望
・
内
部
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
樹
木
を
指

定
し
、
計
画
的
に
伐
採
す
る
。

ま
た
、
今
回
の
天
守
閣
復
元
事
業
に
よ
り
、
そ
の
工
事
過
程
で
伐
採
の
必
要
が
あ

る
も
の
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
計
画
的
に
整
備
を
図
る
。

２

樹
木
調
査
（
株
式
会
社
愛
媛
地
域
総
合
研
究
所
に
よ
る
調
査
）

�
調
査
概
要

平
成
九
年
度
に
愛
媛
大
学
農
学
部
で
組
織
す
る
�
愛
媛
地
域
総
合
研
究
所
に
委

託
し
、
城
跡
内
に
あ
る
樹
木
を
個
体
ご
と
に
所
在
位
置
、
樹
種
名
、
樹
高
、
活
力

度
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。（
か
わ
ら
版
第
二
十
五
〜
二
十
八
号
）

�
樹
木
の
実
態

本
丸
を
始
め
と
す
る
平
坦
地
の
樹
木
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
修
景
用
に
植
栽
さ

れ
た
孤
立
木
で
あ
る
。
樹
木
が
集
団
と
な
っ
て
生
育
し
て
い
て
樹
林
と
呼
べ
る
区

域
は
、
三
の
丸
水
の
手
曲
輪
斜
面
と
本
丸
下
の
東
斜
面
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
区
域

で
量
的
に
多
い
樹
種
は
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ス
ギ
で
、
こ
の
う
ち

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
戦
後
数
回
に
わ
た
っ
て
、
ま
た
ス
ギ
は
、

明
治
時
代
の
末
期
〜
大
正
期
頃
に
大
部
分
が
植
栽
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
天
然
性
の
樹
木
で
は
エ
ノ
キ
が
最
も
多
い
。
こ
の
区
域
内
の
樹
木
の
樹
種

構
成
と
直
径
級
か
ら
み
て
、
後
に
天
然
で
生
立
し
た
樹
木
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

繰
り
返
し
伐
採
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
直
径
生
長
量
か
ら
判
断
す
る
と
、

古
く
て
も
江
戸
時
代
末
期
頃
に
肱
川
沿
い
の
川
端
に
あ
っ
た
エ
ノ
キ
な
ど
の
小
径

木
が
、
現
在
の
大
木
と
な
っ
て
残
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
近
世
城
郭
を
形
成
し
た
樹
木
は
、
大
洲
城
跡
に
は
エ
ノ
キ

な
ど
し
か
残
存
し
て
お
ら
ず
、
現
存
す
る
樹
木
の
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
秩
序
に
、

公
園
用
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

�
調
査
結
果

今
回
の
調
査
で
は
城
跡
管
理
上
、
好
ま
し
く
な
い
樹
木
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

大
ま
か
な
項
目
を
設
け
、
伐
採
を
必
要
と
す
る
樹
木
の
指
定
を
行
っ
た
。

○
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
樹
木

○
枝
葉
が
石
垣
及
び
櫓
の
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
樹
木

○
城
郭
の
内
部
景
観
上
、
お
よ
び
将
来
周
辺
か
ら
の
城
跡
城
郭
の
景
観
を
阻
害

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
樹
木

な
お
、
こ
れ
ら
の
樹
木
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
大
洲
城
周
辺
樹
木
整
備
に
伴
う
現

況
及
び
整
備
予
測
調
査
業
務
報
告
書
」
に
記
載
し
て
い
る
。

３

伐
採
樹
木
の
指
定

伐
採
樹
木
の
指
定
は
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
及
び
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る

15
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大
洲
城
天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
で
�
愛
媛
地
域
総
合
研
究
所
の
調
査
結
果
を

も
と
に
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
城
跡
保
存
、
景
観
保
全
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う

な
七
つ
の
詳
細
な
伐
採
理
由
項
目
を
設
け
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
樹
木
に
つ
い
て
伐

採
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

�
枯
れ
、
腐
れ
、
虫
害
な
ど
で
異
常
の
あ
る
樹
木

�
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
、
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
樹
木

�
大
洲
城
跡
を
東
西
南
北
の
四
方
向
か
ら
見
て
枝
葉
が
石
垣
、
天
守
閣
、
櫓
の
景

観
、
遠
望
を
阻
害
し
て
い
る
樹
木

�
城
跡
内
部
か
ら
の
眺
望
を
阻
害
し
て
い
る
樹
木

�
城
跡
の
内
部
景
観
、
美
観
を
阻
害
し
て
い
る
樹
木

�
生
長
に
伴
い
、
将
来
城
跡
（
天
守
閣
、
櫓
、
石
垣
）
の
遠
望
を
阻
害
す
る
恐
れ

の
あ
る
樹
木

�
天
守
閣
の
復
元
工
事
過
程
に
お
い
て
撤
去
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
樹
木

４

伐
採
時
期

城
跡
内
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
は
、
自
然
生
態
系
に
な
る
べ
く
影
響
を
与
え
な
い

よ
う
、
で
き
る
だ
け
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
段
階
的
に

伐
採
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

�
第
一
次
伐
時
期
（
平
成
十
一
年
度
）

枯
れ
、
腐
れ
、
虫
害
な
ど
で
異
常
の
あ
る
樹
木
、
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ
す
樹
木

で
伐
採
の
緊
急
性
を
要
す
る
樹
木
に
つ
い
て
、
平
成
十
一
〜
十
二
年
度
に
調
達
す

る
天
守
閣
の
用
材
と
し
て
使
用
で
き
そ
う
な
樹
木
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
に

行
う
石
垣
調
査
・
工
事
に
支
障
を
き
た
す
樹
木
に
つ
い
て
伐
採
を
行
う
。

�
第
二
次
伐
採
時
期
（
平
成
十
三
年
度
）

平
成
十
四
年
度
か
ら
着
工
す
る
天
守
閣
本
体
工
事
に
支
障
を
き
た
す
樹
木
に
つ

い
て
、
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ
す
樹
木
、
景
観
を
阻
害
す
る
樹
木
に
つ
い
て
伐
採
を

行
う
。

�
第
三
次
伐
採
時
期
（
平
成
十
五
年
度
）

第
一
次
、
第
二
次
期
に
伐
採
し
な
い
樹
木
で
遠
望
を
阻
害
す
る
樹
木
に
つ
い
て

天
守
閣
の
遠
景
を
考
慮
し
な
が
ら
伐
採
を
行
う
。

二

樹
木
整
備
の
実
施

樹
木
整
備
の
実
施
は
、
大
洲
市
森
林
組
合
に
委
託
し
て
実
施
し
た
。
伐
採
し
た
樹

木
の
本
数
は
、
城
跡
全
体
の
樹
木
一
、
九
〇
五
本
の
う
ち
全
体
の
約
一
割
の
二
一
九

本
と
な
っ
た
。

三

樹
木
整
備
の
経
過

平
成
十
年
三
月

・
大
洲
城
周
辺
樹
木
整
備
に
伴
う
現
況
及
び
整
備
予
測
調
査
業
務
報
告
書
発
行

平
成
十
一
年
五
月
二
十
六
日

・
大
洲
城
天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
で
大
洲
城
跡
樹
木
整
備
計
画
に
つ
い
て

検
討

平
成
十
一
年
七
月
五
日

・
大
洲
城
天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査
、
承
認

平
成
十
一
年
十
月

・
大
洲
城
跡
樹
木
整
備
計
画
策
定

平
成
十
一
年
十
二
月
十
六
日

16
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・
愛
媛
県
教
育
委
員
会
よ
り
第
一
次
樹
木
整
備
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
現
状
変
更

許
可

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日

・
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
で
第
一
次
樹
木
整
備
の
実
施
に
つ
い
て
承
認

平
成
十
二
年
三
月
十
五
日
〜
二
十
五
日

・
第
一
次
樹
木
整
備
の
実
施
（
一
四
本
の
伐
採
）

平
成
十
三
年
七
月
十
六
日

・
大
洲
城
天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
で
第
二
次
樹
木
整
備
の
実
施
に
つ
い
て

承
認

平
成
十
三
年
十
二
月
七
日

・
大
洲
市
教
育
委
員
会
よ
り
第
二
次
樹
木
整
備
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
現
状
変
更

許
可

平
成
十
三
年
十
二
月
十
日
〜
二
十
五
日

・
第
二
次
樹
木
整
備
の
実
施
（
九
六
本
の
伐
採
）

※
本
丸
井
戸
曲
輪
南
側
の
樹
木
八
五
本
は
、
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
伐
採

平
成
十
六
年
二
月
十
三
日

・
大
洲
城
天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査
、
承
認

平
成
十
六
年
三
月
三
日

・
大
洲
市
教
育
委
員
会
よ
り
第
三
次
樹
木
整
備
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
現
状
変
更

許
可

平
成
十
六
年
二
月
二
十
四
日
〜
三
月
十
七
日

・
第
三
次
樹
木
整
備
の
実
施
（
二
四
本
の
伐
採
）

保存管理専門委員会による現地調査
（Ｈ１６．２．１３）

第３次樹木整備の様子
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第
四
節

木
材
の
調
達

一

市
内
高
齢
林
の
調
査

平
成
十
年
十
月
、
市
内
で
調
達
可
能
な
木
材
量
を
把
握
す
る
た
め
、
大
洲
市
森
林

組
合
に
委
託
し
、
市
内
の
高
齢
林
（
樹
齢
八
十
年
以
上
）
の
調
査
を
行
っ
た
。
調
査

の
結
果
、
胸
�
直
径
五
十
�
以
上
の
大
径
木
は
少
な
く
、
杉
よ
り
も
桧
林
が
多
い
こ

と
が
判
明
し
た
。

二

木
材
の
調
達

木
材
の
調
達
は
、
伐
採
し
た
後
、
乾
燥
期
間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
木
工
事
着
手

の
三
年
前
と
な
る
平
成
十
一
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
業
務
の
実
施
は
、
市
内
の
木
材

事
情
に
詳
し
い
大
洲
市
森
林
組
合
に
委
託
し
た
。
業
務
内
容
は
、
所
有
者
と
の
交
渉
、

選
別
、
伐
採
、
枝
葉
処
理
、
搬
出
、
運
搬
、
乾
燥
、
保
管
、
製
材
等
全
て
の
業
務
を

委
託
し
た
。
木
材
調
達
に
要
す
る
費
用
は
、
建
築
工
事
費
約
十
三
億
円
の
う
ち
約
四

億
五
千
万
円
を
要
し
た
。
木
材
の
調
達
先
は
、
大
量
に
木
材
が
集
積
す
る
全
国
有
数

の
木
材
市
場
等
を
安
易
に
選
定
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
市
内
の
高
齢
林
か
ら
調
達
す
る

こ
と
と
し
、
市
民
手
作
り
の
天
守
復
元
の
実
現
に
努
め
た
。
市
内
で
調
達
不
可
能
な

木
材
は
、
全
国
の
木
材
事
情
を
調
査
し
た
結
果
、
長
野
県
に
あ
る
中
部
森
林
管
理
局

所
管
の
木
曽
桧
（
国
有
林
）
が
適
し
て
い
る
と
判
断
し
、
平
成
十
二
年
十
月
に
陳
情

書
を
提
出
し
て
残
り
の
ほ
と
ん
ど
を
調
達
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

募
木
活
動

募
金
活
動
と
平
行
し
、
木
材
の
寄
付
を
募
集
す
る
募
木
活
動
を
実
施
し
た
。
寄
付

を
い
た
だ
い
た
木
材
は
、
で
き
る
だ
け
天
守
に
使
用
す
る
百
三
十
八
本
の
柱
材
に
充

て
る
こ
と
と
し
た
。
幸
い
に
も
天
守
の
心
柱
二
本
は
、
大
洲
藩
主
加
藤
家
の
菩
提
寺

で
あ
る
如
法
寺
（
大
洲
市
柚
木
）
と
増
田
眞
吉
氏
（
大
洲
市
五
郎
）
か
ら
寄
付
い
た

だ
い
た
地
元
桧
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
柱
材
の
九
割
が
地
元
材
（
寄

付
木
、
購
入
木
と
も
に
混
在
）
で
賄
う
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
天
守
の

柱
材
全
て
の
調
達
場
所
を
記
録
し
、
天
守
内
部
で
展
示
・
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

寄
付
者

二
七
人

本

数

五
七
七
本
（
樹
種
、
樹
齢
、
大
き
さ
多
様
）

評
価
額

一
、
六
八
〇
万
円
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天守１階柱材の調達場所の記録

天守３階柱材の調達場所の記録

天守２階柱材の調達場所の記録

天守４階柱材の調達場所の記録
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大洲材の伐採の様子

集積された秋田栗

木材保管倉庫に集積された大洲材

集積された木曽桧
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大洲材にひび割れ防止剤を塗る様子

合格材には合格印を押印した

大洲材の製材の様子

木曽材の検品の様子
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募木専門委員会の視察の様子
（Ｈ１３．７．１６）

木曽材検査写真

合格印には木材調書番号を記入した

大洲材検査写真
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第
五
節

募
金
活
動

一

基
金
の
設
置

大
洲
市
が
市
制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
た
平
成
六
年
、
大
洲
市
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
等
の
報
告
に
よ
り
、
機
運
の
盛
り
上
が
っ
て
い
た
天
守
閣
の
再
建
を
市
制
施
行
五

十
周
年
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
で
は
平
成

六
年
六
月
定
例
市
議
会
に
「
大
洲
城
天
守
閣
再
建
基
金
条
例
」
を
提
出
し
、
議
決
さ

れ
た
。
平
成
十
年
四
月
「
大
洲
城
天
守
閣
復
元
基
金
条
例
」
に
名
称
を
変
更
し
、
平

成
十
六
年
十
二
月
ま
で
基
金
を
設
置
し
た
。

期
間

平
成
六
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

金
額

五
二
八
、
一
一
三
、
四
〇
八
円

（
二
一
、
五
八
四
件
）

二

募
金
活
動

平
成
十
一
年
三
月
、
基
本
設
計
が
完
了
し
、
建
築
工
事
費
が
約
十
三
億
円
と
算
出

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、
平
成
十
一
年
四
月
、
募
金
の
目
標
額
を
五
億
円

と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
。（
か
わ
ら
版

第
三
十
六
号
）

１

一
般
世
帯
募
金

平
成
十
一
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
五
年
間
、
市
内
の
各
世
帯
か
ら
一
世
帯
当
た
り

一
万
円
を
目
標
に
募
金
活
動
を
行
っ
た
。
募
集
期
間
は
、
各
年
の
九
月
か
ら
十
一
月

ま
で
と
し
、
各
行
政
区
の
区
長
が
募
金
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

七
一
、
八
九
六
、
一
〇
〇
円
（
一
二
、
八
七
九
件
）

２

企
業
・
団
体
募
金

平
成
十
三
年
七
月
三
十
一
日
、
市
内
外
の
有
力
企
業
等
に
対
し
て
募
金
活
動
を
行

う
た
め
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
・
専
門
委
員
会
の
委
員
ら
で
大
洲
城
天
守
閣
大

口
募
金
推
進
委
員
を
組
織
し
た
。

�

市
内
大
口
募
金
活
動

平
成
十
三
年
十
一
月
か
ら
平
成
十
五
年
二
月
に
か
け
て
、
委
員
を
三
班
に
分
け
、

約
二
百
五
十
の
市
内
企
業
に
大
口
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

�

県
内
大
口
募
金
活
動

平
成
十
五
年
三
月
か
ら
平
成
十
六
年
一
月
に
か
け
て
、
約
五
十
の
県
内
企
業
（
松

山
市
、
伊
予
市
、
喜
多
郡
、
八
幡
浜
、
宇
和
島
）
に
大
口
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

県
内
の
活
動
は
、
主
に
井
関
委
員
長
と
桧
田
募
金
専
門
委
員
長
が
担
当
し
た
。

二
三
五
、
八
二
六
、
〇
〇
〇
円
（
三
五
七
件
）

３

市
職
員
募
金

平
成
十
一
年
六
月
か
ら
平
成
十
六
年
十
二
月
ま
で
の
六
年
間
、
年
二
回
六
月
と
十

二
月
に
三
千
円
ず
つ
合
計
三
万
六
千
円
を
目
標
に
市
職
員
に
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

二
〇
、
八
〇
五
、
九
六
〇
円
（
五
、
四
四
四
件
）

４

特
別
寄
付
金

１
の
一
般
世
帯
募
金
と
は
別
に
市
内
の
篤
志
家
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
頂
い
た
。

六
六
、
一
〇
九
、
九
〇
九
円
（
四
〇
九
件
）
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５

市
外
在
住
者
募
金

関
東
地
区
、
関
西
地
区
の
大
洲
出
身
者
を
中
心
に
各
高
校
の
同
窓
会
を
通
じ
て
呼

び
掛
け
を
行
う
な
ど
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

四
五
、
八
二
〇
、
三
三
五
円
（
三
五
一
件
）

６

瓦
記
名
募
金

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
八
月
末
ま
で
大
洲
城
に
実
際
に
使
用
す
る
瓦
（
平
瓦
）
に
、

一
枚
二
千
円
で
自
分
の
名
前
や
夢
な
ど
を
墨
書
き
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
募
金
を
実

施
し
た
。
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
常
時
受
け
付
け
し
た
ほ
か
、
市
内
の
全
連
絡
所
で
出
張

記
名
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
四
月
五
日
・
六
日
、
八
月
十
四
日
・
十

五
日
に
開
催
し
た
一
般
見
学
会
で
も
瓦
記
名
会
を
実
施
し
た
。

五
、
八
五
六
、
〇
〇
〇
円
（
二
、
一
〇
七
件
）

７

そ
の
他

�

募
金
箱

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
十
一
月
ま
で
大
洲
ま
ち
の
駅
の
観
光
案
内

所
内
に
募
金
箱
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
一
般
見
学
会
で
も
臨
時
的
に
設
置
し
た
。

一
八
五
、
七
一
一
円
（
一
一
件
）

�

預
金
利
子

基
金
運
用
に
お
け
る
利
子

一
、
六
一
三
、
三
九
三
円
（
一
八
件
）

�

積
立
金

平
成
六
年
、
平
成
九
年
〜
十
五
年
の
八
年
間
で
、
市
の
一
般
会
計
予
算
の
不
用

額
の
一
部
を
年
度
末
に
一
千
万
円
ず
つ
積
み
立
て
た
も
の

八
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
（
八
件
）

三

高
額
寄
付
者
の
顕
彰

総
額
で
十
万
円
以
上
の
高
額
寄
付
者
を
北
多
聞
櫓
内
で
銅
板
に
刻
み
顕
彰
し
た
。

大口募金推進委員の委嘱
（Ｈ１３．７．３１）

瓦記名会の様子

25

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第２章　Ｐ７～６６  2005.01.06 14.04.08  Page 25 

25



第
六
節

Ｐ
Ｒ
活
動
と
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

一

Ｐ
Ｒ
活
動

本
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
。

１

か
わ
ら
版
の
連
載

大
洲
城
に
関
す
る
情
報
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
用
紙
に
ま
と
め
た
「
か
わ
ら
版
復
元
大
洲

城
」
を
作
成
し
、
第
一
号
（
平
成
八
年
九
月
）
か
ら
第
十
一
号
（
平
成
九
年
七
月
）

ま
で
は
、
市
内
各
戸
へ
配
布
し
た
。
第
十
二
号
（
平
成
九
年
八
月
）
か
ら
第
九
十
七

号
・
最
終
号
（
平
成
十
六
年
九
月
）
ま
で
は
、
広
報
紙
面
上
で
毎
月
連
載
し
た
。
ま

た
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
全
号
を
無
料
配
布
し
た
。
な
お
、
本
書
に
全
号
を
掲
載
し
た
。

２

観
光
名
刺
の
作
製

平
成
十
年
四
月
、
大
洲
市
観
光
総
合
宣
伝
事
業
の
観
光
名
刺
に
大
洲
城
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
た
。
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
新
デ
ザ
イ
ン
を
追
加
。
平
成
十
六

年
八
月
か
ら
完
成
写
真
の
み
の
デ
ザ
イ
ン
に
統
一
し
た
。

３

ポ
ス
タ
ー
（
版
画
）
の
作
製

平
成
十
二
年
三
月
、
五
十
崎
町
在
住
の
版
画
家
、
山
田
清
昭
氏
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン

の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
大
洲
和
紙
で
百
枚
作
製
し
た
。
市
内
の
各
施
設
、
県
内
の
文
化

施
設
等
に
配
布
し
た
。

４

絵
図
・
パ
ズ
ル
の
作
製
（
か
わ
ら
版
第
四
十
四
号
）

平
成
十
二
年
三
月
、
各
千
個
ず
つ
作
製
し
た
。
市
内
の
各
公
民
館
等
に
て
各
二
千

円
で
販
売
し
た
。

５

エ
コ
ー
は
が
き
の
作
製

平
成
十
三
年
三
月
、
ポ
ス
タ
ー
（
版
画
）
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
四
国
郵
政
局
が
五

万
枚
作
製
し
た
。
価
格
は
一
枚
四
十
五
円
。

６

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
連
載
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置

（
か
わ
ら
版
第
七
十
六
号
）

平
成
十
三
年
八
月
以
降
、
事
業
概
要
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど

大
洲
城
に
関
す
る
情
報
を
随
時
掲
載
し
た
。
平
成
十
四
年
十
月
か
ら
工
事
現
場
内
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
２
台
設
置
し
、
工
事
の
様
子
を
全
国
ど
こ
か
ら

で
も
常
時
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作
っ
た
。
多
い
日
で
一
日
百
八
十
件
の
外
部

ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。

７

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
趣
意
書
）
の
作
製

平
成
十
三
年
八
月
、
大
口
募
金
活
動
に

合
わ
せ
、
事
業
の
概
要
や
趣
意
書
を
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
万
部
作
製
し
た
。

８

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

平
成
十
四
年
八
月
三
日
、
復
元
す
る
天

守
の
実
寸
大
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
素

屋
根
の
北
面
・
東
面
に
設
置
し
、
大
洲
川

イルミネーションの点灯
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ま
つ
り
花
火
大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
点
灯
開
始
し
た
。
素
屋
根
を
撤
去
す
る
平
成

十
六
年
五
月
ま
で
毎
晩
点
灯
し
た
。

９

年
賀
状
の
作
製
（
か
わ
ら
版
第
七
十
五
号
）

平
成
十
四
年
十
一
月
、
大
洲
城
年
賀
は
が
き
を
一
万
枚
作
製
し
た
。
価
格
は
一
枚

六
十
円
。

１０

一
般
見
学
会
の
開
催
と
見
学
の
受
け
入
れ

完
成
し
て
か
ら
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
復
元
途
中
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
に
見
学
し
て
も
ら
お
う
と
一
般
見
学
会
（
無
料
）
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
工
事

期
間
中
随
時
、
見
学
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。
受
け
入
れ
に
あ
た
り
、
現
場
内
に

は
見
学
者
用
の
足
場
を
設
置
し
、
安
全
の
確
保
に
努
め
た
。

�
一
般
見
学
会
の
開
催

第
一
回
一
般
見
学
会

○
期

日

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
（
土
）、
二
十
二
日
（
日
）

○
参
加
者

一
、
八
七
三
人

第
二
回
一
般
見
学
会

○
期

日

平
成
十
五
年
四
月
五
日
（
土
）、
六
日
（
日
）

○
参
加
者

六
、
六
一
六
人

第
三
回
一
般
見
学
会

○
期

日

平
成
十
五
年
八
月
十
四
日
（
木
）、
十
五
日
（
金
）

○
参
加
者

二
、
九
〇
〇
人

第
四
回
一
般
見
学
会

○
期

日

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）、
二
十
三
日
（
日
）

○
参
加
者

二
、
六
一
六
人

�
一
般
見
学
会
の
参
加
者
内
訳

合
計
人
数

一
四
、
〇
〇
五
人

内

訳

市
内
の
参
加
者

六
、
七
五
〇
人
（
四
八
・
二
％
）

県
内
の
参
加
者

六
、
〇
七
八
人
（
四
三
・
四
％
）

県
外
の
参
加
者

一
、
一
七
七
人
（

八
・
四
％
）

�
随
時
の
見
学
受
け
入
れ

見
学
者

六
、
一
五
五
人
（
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
）

�
工
事
見
学
者
二
万
人
達
成

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日
、
工
事
見
学
者
が
二
万
人
を
達
成
し
た
。
二
万

人
目
の
富
原
功
さ
ん
（
徳
島
市
）
に
は
、
用
材
で
作
っ
た
記
念
グ
ッ
ズ
を
井
関
和

彦
復
元
委
員
長
が
贈
呈
し
た
。

一般見学会の様子
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１１

端
材
の
販
売

第
四
回
一
般
見
学
会
と
平
成
十
六
年
八
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
で
大
洲
城
に
実
際
に

使
用
し
た
木
材
の
余
り
材
（
端
材
）
を
販
売
し
た
。
端
材
に
は
大
洲
城
の
焼
印
を
押

印
し
た
。

１２

一
昼
城
（
か
わ
ら
版
第
九
十
五
号
）

平
成
十
六
年
五
月
二
十
五
日
、
素
屋
根
の
外
側
の
シ
ー
ト
を
外
し
、
短
時
間
で
天

守
の
全
容
を
出
現
さ
せ
る
「
一
夜
城
」
な
ら
ぬ
「
一
昼
城
」
を
施
工
業
者
の
協
力
で

実
施
し
た
。
鳶
職
人
八
人
が
作
業
を
行
い
、
わ
ず
か
二
時
間
ほ
ど
で
天
守
の
勇
姿
を

出
現
さ
せ
た
。

二

イ
ベ
ン
ト
の
実
施

本
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
復
元
へ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
次
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
。

１

大
洲
城
模
型
お
披
露
目
式
（
か
わ
ら
版
第
十
号
）

�
実
施
日

平
成
九
年
三
月
十
八
日

�
主

催

大
洲
市

�
内

容

大
洲
城
の
三
十
分
の
一
外
観
模
型
が
完
成
し
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
お

披
露
目
式
を
実
施
し
た
。
模
型
を
製
作
し
た
宮
上
茂
隆
氏
が
大
洲
城

の
特
徴
を
説
明
し
た
。
模
型
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
常
設
展
示
し
た
。

２

御
杣
始
め
式
（
か
わ
ら
版
第
四
十
三
号
）

�
実
施
日

平
成
十
二
年
一
月
十
二
日

�
主

催

木
材
納
入
業
者：

大
洲
市
森
林
組
合

�
内

容

用
材
を
山
（
杣
）
か
ら
初
め
て
切
り
出
す
儀
式
を
大
洲
藩
主
加
藤
家

の
菩
提
寺
で
あ
る
如
法
寺
で
実
施
し
た
。
伐
採
し
た
桧
は
、
天
守
の

心
柱
に
使
用
し
た
。
参
加
者
約
二
百
人
。

３

御
用
木
お
披
露
目
式
、
手
斧
始
め
式
（
か
わ
ら
版
第
六
十
四
号
）

�
実
施
日

平
成
十
三
年
九
月
三
十
日

�
主

催

大
洲
市
（
手
斧
始
め
式
は
、
施
工
業
者：

�
間
組
四
国
支
店
主
催
）

�
内

容

市
内
北
只
に
あ
る
木
材
保
管
倉
庫
で
用
材
の
お
披
露
目
式
を
実
施
し

た
。
木
材
提
供
者
を
始
め
、
関
係
者
ら
約
二
百
人
が
参
加
し
、
地
元
で

調
達
し
た
木
材
や
樹
齢
三
百
年
を
超
え
る
木
曽
桧
な
ど
を
見
学
し
た
。

端材の販売の様子
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４

起
工
式
（
安
全
祈
願
祭
）（
か
わ
ら
版
第
六
十
八
号
）

�
実
施
日

平
成
十
四
年
二
月
五
日

�
主

催

施
工
業
者：

�
間
組
四
国
支
店

�
内

容

大
洲
城
本
丸
で
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
た
後
、
蔵
川
芸
能
保
存
会

が
「
地
搗
き
音
頭
」
を
披
露
し
た
。
参
加
者
約
二
百
五
十
人
。

５

木
曳
き
式
（
か
わ
ら
版
第
七
十
二
号
）

�
実
施
日

平
成
十
四
年
六
月
一
日

�
主

催

大
洲
市
・
大
洲
城
天
守
閣
復
元
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

共

催

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
村
振
興
協
会

�
内

容

大
洲
城
天
守
閣
に
使
用
す
る
木
材
を
披
露
し
、
木
材
の
加
工
作
業
の

開
始
を
祝
う
「
木
曳
き
式
」
を
開
催
し
た
。
木
曳
き
参
加
者
約
二
百

五
十
人
、
イ
ベ
ン
ト
客
約
二
千
人
。

６

上
棟
式
（
か
わ
ら
版
第
八
十
二
号
）

�
実
施
日

平
成
十
五
年
四
月
四
日

�
主

催

施
工
業
者：

�
間
組
四
国
支
店

�
内

容

棟
上
ま
で
木
工
事
が
無
事
完
了
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
建
築
に
携

わ
る
工
匠
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
の
上
棟
式
を
実
施
し
た
。
関
係
者

ら
約
二
百
人
が
参
加
し
た
。

７

上
棟
イ
ベ
ン
ト

�
実
施
日

平
成
十
五
年
四
月
五
日
、
六
日

�
主

催

大
洲
市
・
大
洲
城
天
守
閣
復
元
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

�
内

容

上
棟
式
の
翌
日
か
ら
一
般
見
学
会
や
瓦
記
名
会
、
も
ち
ま
き
、
忍
者

シ
ョ
ー
、
熱
気
球
、
野
点
、
御
城
下
屋
台
村
な
ど
上
棟
を
祝
う
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
一
般
見
学
会
に
は
約
六
千
六
百
人
が
参
加

し
た
。

８

完
成
記
念
式
典
（
開
門
式
）
・
イ
ベ
ン
ト

�
実
施
日

平
成
十
六
年
九
月
一
日
〜
五
日

�
主

催

大
洲
市

�
内

容

市
制
施
行
五
十
周
年
の
式
典
参
加
者
を
招
待
し
、
完
成
記
念
式
典
を

実
施
し
た
。
開
門
式
で
は
、
大
阪
城
鉄
砲
隊
の
号
砲
に
よ
り
、
天
守

へ
の
扉
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お

は
な
は
ん
」（
昭
和
四
十
二
年
）
に
出
演
し
た
女
優
樫
山
文
枝
さ
ん
も

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
大
洲
城
の
完
成
を
祝
っ
た
。
三
日
間
で
約
二

千
六
百
人
が
訪
れ
た
。
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〈
完
成
記
念
式
典
の
様
子
〉

大阪城鉄砲隊による開門の号砲

開門式の様子
桝田市長が開門の合図を行った
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大洲城の内部を観覧する参加者

大洲城に入城する参加者
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女優の樫山文枝さんと桝田市長（左）

樫山さんもイベントに参加し完成を祝った
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９

大
洲
城
天
守
閣
復
元
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

平
成
十
四
年
一
月
二
十
五
日
、
木
曳
き
式
と
上
棟
イ
ベ
ン
ト
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
た
め
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
を
組
織
し
た
。
実
行

委
員
長
は
、
大
洲
の
将
来
を
考
え
る
会
会
長
の
宮
下
利
秋
氏
が
務
め
た
。
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
に
あ
た
り
、
十
五
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
十
五
年
九
月
二
日
に
解
散

し
た
。
な
お
、
事
務
局
は
、
市
商
工
観
光
課
が
担
当
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
日
委
員
会
解
散
時
の
大
洲
城
天
守
閣
復
元
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
委
員
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

委
員
長

大
洲
の
将
来
を
考
え
る
会
会
長

宮

下

利

秋

副
委
員
長

大
洲
青
年
会
議
所

井

上

正

之

監

事

大
洲
の
将
来
を
考
え
る
会

柿

本

五

月

監

事

大
洲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ

猪

川

伸
一
郎

委

員

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

菅

野

隆

次

委

員

大
洲
の
将
来
を
考
え
る
会

中

川

義

博

委

員

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小

谷

順

一

委

員

商
工
会
議
所
青
年
部

三
根
生

啓

太

委

員

大
洲
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

太

田

一

郎

委

員

�
お
お
ず
街
な
か
再
生
館
統
括
部
長

河

野

達

郎
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第
七
節

文
化
財
の
申
請
・
届
出
等

本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
文
化
財
の
現
状
変
更
許
可
申
請
等
の
手
続
き
を
行
っ
た
。

重
要
文
化
財
「
台
所
櫓
・
高
欄
櫓
」
及
び
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
の
現
状
変
更

許
可
等
一
覧
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
天
守
の
復
元
に
伴
う
重
要
文

化
財
及
び
県
史
跡
の
現
状
変
更
許
可
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一

重
要
文
化
財
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
の
現
状
変
更
許
可

天
守
の
復
元
に
伴
い
、
天
守
と
連
結
す
る
重
要
文
化
財
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
の
現
状

変
更
許
可
申
請
を
行
っ
た
。

１

申
請
手
続
き

�
申
請
日

平
成
十
二
年
十
月
六
日

�
申
請
内
容

重
要
文
化
財
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
と
復
元
天
守
を
復
元
多
聞
櫓
で

接
続
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
両
櫓
に
取
り
付
く
既
存
多
聞
櫓
の

一
部
を
撤
去
す
る
。

〜
実
施
設
計
に
伴
う
重
要
文
化
財
の
変
更
箇
所
及
び
変
更
理
由
書
よ
り
〜

・
台
所
櫓
西
面
北
寄
り
に
取
り
付
く
既
存
多
聞
櫓
の
撤
去
及
び
新
た
な
多
聞

櫓
の
復
元

既
存
の
多
聞
櫓
は
昭
和
四
十
五
年
の
修
理
工
事
の
際
に
台
所
櫓
に
残
る
痕

跡
や
古
写
真
及
び
各
種
の
古
絵
図
を
も
と
に
一
部
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
来
は
古
写
真
や
古
絵
図
が
示
す
と
お
り
台
所
櫓
と
天
守
を
結
ぶ
多
聞
櫓
で

あ
る
。
大
洲
城
天
守
の
復
元
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
天
守
本
体
だ
け

で
な
く
各
櫓
を
つ
な
ぐ
多
聞
櫓
を
復
元
し
て
こ
そ
、
大
洲
城
の
姿
を
正
し
く

再
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
既
存
多
聞
櫓
は
台
所
櫓
か
ら
一
間

分
直
角
方
向
に
突
き
出
し
て
い
る
だ
け
で
、
台
所
櫓
と
天
守
の
位
置
関
係
を

考
慮
し
て
お
ら
ず
、
現
状
の
向
き
で
天
守
ま
で
復
元
す
る
と
な
る
と
石
垣
上

か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
う
。
多
聞
櫓
の
柱
位
置
も
天
守
ま
で
の
距
離
を
考
慮

し
て
い
な
い
た
め
誤
り
で
あ
る
。
外
観
に
関
し
て
も
現
在
の
下
見
板
張
り
部

分
の
高
さ
は
高
く
古
写
真
と
一
致
し
な
い
。
ま
た
内
部
も
昭
和
四
十
五
年
の

「
大
洲
城
台
所
櫓
・
高
欄
櫓
修
理
工
事
総
合
報
告
書
」
よ
り
床
が
張
ら
れ
て

い
た
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
既
存
多
聞
櫓
は
土
間
仕
上
げ
の
ま
ま
で

あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
既
存
多
聞
櫓
は
解
体
し
、
向
き
等
を
修
正
し
て
新

に
復
元
す
る
多
聞
櫓
と
接
続
し
天
守
と
台
所
櫓
を
結
ぶ
も
の
と
す
る
。

・
高
欄
櫓
北
面
西
寄
り
に
取
り
付
く
既
存
多
聞
櫓
の
撤
去
及
び
新
た
な
多
聞

櫓
の
復
元

既
存
の
多
聞
櫓
は
同
じ
く
昭
和
四
十
五
年
の
修
理
工
事
の
際
に
一
部
復
元

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
守
と
高
欄
櫓
の
位
置
関
係
を
考
慮
し
て
い
な
い
た

め
台
所
櫓
の
場
合
と
同
様
に
石
垣
上
に
は
み
出
し
て
し
ま
う
。
ま
た
既
存
多

聞
櫓
の
窓
の
位
置
は
古
写
真
と
異
な
り
、
高
欄
櫓
か
ら
六
尺
五
寸
の
所
に
立

つ
多
聞
櫓
の
柱
位
置
自
体
に
誤
り
が
あ
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
内
部
の
床

仕
上
げ
に
関
し
て
は
痕
跡
が
無
く
高
欄
櫓
出
入
り
口
土
台
の
塗
籠
跡
か
ら
二

間
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
大
洲
城
内
の
建
物
の
平
面
を
詳
細
に
示
し
た
「
御

城
内
御
屋
形
絵
図
並
地
割
」
に
お
い
て
は
多
聞
櫓
内
は
皆
板
敷
き
で
表
さ
れ

て
お
り
本
来
は
板
敷
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
既
存
多
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聞
櫓
は
解
体
し
、
向
き
等
を
修
正
し
て
新
た
に
復
元
す
る
多
聞
櫓
と
接
続
し

天
守
と
高
欄
櫓
を
結
ぶ
も
の
と
す
る
。

�
提
出
書
類

申
請
書
、
復
元
図
、
復
元
理
由
書
、
実
施
設
計
に
伴
う
重
要
文

化
財
の
変
更
箇
所
及
び
変
更
理
由
書
、
現
状
配
置
図
・
復
元
配

置
図
、
小
屋
伏
図
・
矩
計
図
及
び
詳
細
図
等
に
よ
る
重
要
文
化

財
と
の
接
続
関
係
図
、
工
事
工
程
表
、
現
況
写
真

２

許
可
及
び
現
状
変
更
の
時
期

�
許
可
日

平
成
十
二
年
十
二
月
五
日

�
許
可
番
号

委
保
第
四
の
一
一
七
三
号

�
許
可
条
件

特
に
な
し

�
時

期

平
成
十
四
年
九
月
九
日
か
ら
平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
ま
で

北多聞櫓解体作業状況

西多聞櫓解体前状況

西多聞櫓解体作業状況

西多聞櫓解体作業状況

北多聞櫓解体作業状況

北多聞櫓解体前状況
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二

県
指
定
史
跡
大
洲
城
跡
の
現
状
変
更
許
可

天
守
の
復
元
に
伴
い
、
史
跡
の
現
状
変
更
許
可
申
請
を
行
っ
た
。

１

申
請
手
続
き

�
申
請
日

平
成
十
二
年
十
月
六
日

�
申
請
内
容

県
指
定
史
跡
大
洲
城
跡
に
天
守
及
び
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
。

�
提
出
書
類

申
請
書
、
復
元
図
、
復
元
理
由
書
、
杭
伏
図
・
基
礎
伏
図
及
び

基
礎
断
面
図
等
に
よ
る
遺
構
と
の
関
係
図
、
発
掘
調
査
遺
構
平

面
図
等
に
よ
る
遺
構
保
存
予
定
状
況
図
、
平
面
図
・
断
面
図
及

び
立
面
図
等
に
よ
る
石
垣
と
の
関
係
図
、
外
構
計
画
図
、
工
事

工
程
表
、
現
況
写
真

２

許
可
及
び
現
状
変
更
の
時
期

�
許
可
日

平
成
十
二
年
十
二
月
十
一
日

�
許
可
番
号

愛
媛
県
教
育
委
員
会
指
令

教
文
財
第
七
一
五
号

�
許
可
条
件

・
復
元
す
る
建
造
物
の
外
観
、
構
造
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る

資
料
に
基
づ
き
、
史
実
に
忠
実
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
石

垣
、
地
下
遺
構
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
す
る
こ
と
。

・
当
該
現
状
変
更
の
事
前
に
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
。

・
当
該
現
状
変
更
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
大
洲
市
教
育
委
員

会
（
埋
蔵
文
化
財
担
当
）
の
立
会
い
を
求
め
る
こ
と
。

�
時

期

平
成
十
三
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
ま

で
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■重要文化財「大洲城台所櫓・高欄櫓」の現状変更許可等一覧
終 了 日

平成１６年７月３０日

平成１６年７月３０日

平成１６年７月３０日

■県指定史跡「大洲城跡」の現状変更許可一覧
終 了 日

平成１０年１０月３０日

平成１２年１月３１日

平成１２年３月２５日

平成１２年９月１３日

平成１２年９月１３日

平成１６年７月３０日

平成１３年１１月９日

平成１６年７月３０日

平成１３年７月２７日

平成１３年１２月２５日

平成１３年１２月２５日

平成１６年８月２５日

平成１６年７月３０日

平成１６年７月３０日

平成１４年１月２５日

平成１６年７月３０日

平成１６年７月３０日

平成１６年７月３０日

平成１４年７月６日

平成１６年７月３０日

平成１６年６月１２日

平成１４年７月３０日

平成１６年７月３０日

平成１６年６月１２日

平成１５年３月２８日

平成１５年２月１０日

平成１６年６月１５日

平成１５年３月１５日

平成１６年７月３０日

平成１６年５月２５日

平成１６年３月１７日

平成１６年７月１２日

平成１６年６月１０日

平成１６年７月２６日

平成１６年７月３０日

平成１６年７月３０日

平成１６年７月３０日

平成１６年８月２０日

平成１６年８月２０日

平成１６年８月２０日

平成１６年８月３１日

現状変更等の内容
台所櫓及び高欄櫓に取り付く多聞櫓の一部の撤去、新たな多聞櫓
の復元、天守の復元

台所櫓及び高欄櫓の漆喰塗り直し等の修理

台所櫓内受付の設置等保存に影響を及ぼす行為

現状変更等の内容

ボーリング調査と樹木の伐採

発掘調査と樹木の伐採

第１次樹木整備計画分の樹木の伐採

石垣耐力度調査の実施に伴う樹木（低木）の伐採

石垣耐力度調査の実施に伴う石垣基礎部の発掘調査

天守閣、多聞櫓の復元

石垣改修工事に伴う仮設足場の設置

石垣改修、積み足し工事の内容変更（石垣改修部分を２．６㎡に縮小）

石垣図化作業に伴う樹木の伐採

第２次樹木整備計画分の樹木の伐採

藤棚の撤去

現場事務所等の仮設置

設備工事に伴う配管埋設等工事

外柵の仮設置及び砂利の仮敷き

既存外灯及び関連柱の撤去

設備工事に伴う配管埋設等工事の内容変更（遺構の検出に伴う路
線等の変更）

天守台周りの外柵の仮設置

設備工事に伴う配管埋設等工事の内容変更（遺構の検出に伴う路
線等の変更）

石垣積み足し工事に伴う移動式足場の設置

天守閣復元工事、石垣積み足し工事の内容変更（天端高さの変更
と基礎地中梁の変更）

素屋根の設置

本丸井戸曲輪の藤棚の撤去

設備工事に伴う配管埋設等工事の内容変更（遺構の検出に伴う路
線等の変更）

素屋根のワイヤー固定

設備工事に伴う台所櫓付近への配管埋設ルート選定のための発掘
調査

本丸内の看板撤去

暗り門跡の祠基台の撤去

樹木（イロハモミジ１本）の伐採

工事見学者用プレハブの仮設置

雨落ち溝設置工事に伴う発掘調査

第３次樹木整備計画分の樹木の伐採

本丸地盤すきとりのための試掘調査

記念碑の移転、井戸の整備

外構工事に伴う試掘調査

雨落ち溝の設置

本丸花壇石の撤去、暗り門跡付近の石積みの天端揃え

本丸井戸曲輪・二の丸北曲輪の盛土

ライトアップ設備の設置

安全柵・ベンチの設置

本丸地盤すきとり、集水桝及び排水管の設置、川砂利敷き

外灯設備、史跡説明板の設置

許 可 日

平成１２年１２月５日

平成１５年７月２８日届出

平成１６年６月２日届出

許 可 日

平成１０年８月１３日

平成１０年１２月３日

平成１１年１２月１６日

平成１２年８月１８日

平成１２年８月３１日

平成１２年１２月１１日

平成１３年９月２７日

平成１３年１０月３日

平成１３年７月２５日

平成１３年１２月７日

平成１３年１２月２０日

平成１３年１２月２１日

平成１３年１２月２６日

平成１４年１月２２日

平成１４年１月２２日

平成１４年２月８日

平成１４年２月１０日

平成１４年３月２８日

平成１４年６月３日

平成１４年６月６日

平成１４年６月２４日

平成１４年７月２９日

平成１４年８月３０日

平成１４年１０月１８日

平成１５年１月３１日

平成１５年２月３日

平成１５年３月３日

平成１５年３月１３日

平成１５年５月２９日

平成１５年９月１１日

平成１６年３月３日

平成１６年４月２０日

平成１６年６月７日

平成１６年６月１０日

平成１６年６月２２日

平成１６年７月１２日

平成１６年７月２３日

平成１６年８月１２日

平成１６年８月１２日

平成１６年８月１３日

平成１６年８月２５日

番 号

委保第４の１１７３号

（届出のためなし）

（届出のためなし）

番 号

教文第８０６号

教文第１１１１号

教文第８５８号

社体第８７号

教文財第６１０号

教文財第７１５号

社体第７８号

教文財第７１５号

社体第９４５号

社体第１１１７号

社体第１１３２号

教文財第８８６号

教文財第９１２号

社体第２７号

社体第２８号

教文財第６８号

社体第１４号

教文財第１８０号

第５２号

教文財第３４２号

第７０号

第８７号

教文財第５７０号

第１０６号

教文財第４５号

第８号

第１２号

第１３号

１５教文財第１０１３１号

１５教文財第４７号

第４号

１６教文財第３７号

第４８号

１６教文財第１２４号

１６教文財第１４４号

１６教文財第１７９号

１６教文財第１９６号

１６教文財第２２７号

第６９号

１６教文財第２２６号

１６教文財第２５０号

許可指令

文化庁

文化庁

文化庁

許可指令

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

大洲市教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

大洲市教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会

大洲市教育委員会

愛媛県教育委員会

愛媛県教育委員会
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第
八
節

事

業

費

一

事
業
内
容
と
経
費

本
事
業
は
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度
ま
で
の
六
年
間
、「
地
域
文
化
財
・

歴
史
的
遺
産
活
用
地
域
お
こ
し
事
業
計
画
」
を
策
定
の
も
と
、
旧
地
域
総
合
整
備
事

業
債
（
継
続
事
業
分
）
の
地
方
債
（
起
債
）
措
置
を
行
っ
た
。
本
事
業
に
対
す
る
起

債
対
象
事
業
内
容
及
び
そ
の
経
費
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

建
築
工
事
費

一
、
二
八
二
、
五
五
九
、
九
九
六
円

〈
内
訳
〉

�

本
体
工
事
費

七
四
五
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

�

設
備
工
事
費

八
七
、
一
五
〇
、
〇
〇
〇
円

�

木
材
調
達
費

四
四
九
、
九
〇
九
、
九
九
六
円

２

付
帯
工
事
（
外
構
工
事
）
費

九
〇
、
五
三
九
、
〇
〇
〇
円

〈
内
訳
〉

�

重
要
文
化
財
台
所
櫓
・
高
欄
櫓
修
理
工
事
費

一
四
、
五
七
四
、
〇
〇
〇
円

�

外
灯
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備
工
事
費

四
六
、
八
一
五
、
〇
〇
〇
円

�

御
門
番
長
屋
復
元
工
事
費

一
二
、
三
九
〇
、
〇
〇
〇
円

�

雑
工
事
費

一
六
、
七
六
〇
、
〇
〇
〇
円

３

工
事
監
理
費

四
八
、
七
七
三
、
〇
〇
〇
円

〈
内
訳
〉

�

本
体
工
事
監
理
費

四
〇
、
七
四
〇
、
〇
〇
〇
円

�

設
備
工
事
監
理
費

二
、
四
八
八
、
〇
〇
〇
円

�

重
文
櫓
修
理
工
事
監
理
費

三
一
六
、
〇
〇
〇
円

�

外
構
工
事
監
理
費

二
、
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

�

復
元
報
告
書
作
成
費

三
、
一
二
九
、
〇
〇
〇
円

４

設
計
費

九
一
、
六
一
二
、
五
〇
〇
円

〈
内
訳
〉

�

実
施
設
計
費

四
〇
、
一
一
〇
、
〇
〇
〇
円

�

石
垣
改
修
設
計
費

三
、
一
五
〇
、
〇
〇
〇
円

�

外
構
工
事
設
計
費

四
、
八
三
〇
、
〇
〇
〇
円

�

重
文
櫓
修
理
工
事
設
計
費

六
八
二
、
五
〇
〇
円

�

防
災
・
構
造
安
全
評
価
取
得
費

四
二
、
八
四
〇
、
〇
〇
〇
円

５

そ
の
他

八
〇
、
七
九
二
、
〇
〇
〇
円

〈
内
訳
〉

�

二
の
丸
用
地
取
得
費

三
五
、
五
四
二
、
〇
〇
〇
円

�

内
部
展
示
費

六
、
九
三
〇
、
〇
〇
〇
円

�

築
城
ジ
オ
ラ
マ
作
製
費

六
、
七
二
〇
、
〇
〇
〇
円

�

事
務
費

三
一
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

合

計

一
、
五
九
四
、
二
七
六
、
四
九
六
円

（
う
ち
起
債
対
象
事
業
費

一
、
五
九
二
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）
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二

財
源
内
訳

本
事
業
費
の
財
源
内
訳
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

起
債
（
充
当
率
７５
％
）

八
五
九
、
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

２

県
補
助
金
（
木
造
公
共
施
設
整
備
事
業
補
助
金
）

九
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

３

一
般
財
源

一
九
七
、
六
六
三
、
〇
八
八
円

４

市
積
立
金
等

八
一
、
六
一
三
、
三
九
三
円

５

寄
付
金

四
四
六
、
五
〇
〇
、
〇
一
五
円

合

計

一
、
五
九
四
、
二
七
六
、
四
九
六
円

注

起
債
対
象
外
経
費
に
は
、
一
般
財
源
を
充
て
た
。
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第
九
節

大
洲
城
管
理
計
画

大
洲
城
管
理
計
画
は
、
大
洲
城
の
一
般
公
開
に
向
け
、
現
状
の
諸
問
題
を
整
理
し
、

来
訪
者
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
管
理
体
制
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
十
五
年
十

月
に
素
案
を
作
成
し
、
関
係
機
関
と
調
整
を
行
っ
た
後
、
平
成
十
六
年
一
月
十
九
日

に
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
で
最
終
の
承
認
を
得
て
、
計
画
を
策
定
し
た
。
策
定

し
た
管
理
計
画
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

管
理
区
分

大
洲
城
天
守
閣
の
一
般
公
開
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
区
分
を
次
表
の
と
お

り
と
す
る
。

※
な
お
、
付
近
の
苧
綿
櫓
（
国
指
定
）
及
び
下
台
所
（
県
指
定
）
は
、
大
洲
市
教
育

委
員
会
で
管
理
す
る
。

二

建
物
の
公
開

１

公
開
す
る
建
物

�
復
元
建
造
物

天
守
、
多
聞
櫓
（
北
多
聞
、
西
多
聞
）

�
重
要
文
化
財

台
所
櫓
、
高
欄
櫓

※
台
所
櫓
は
一
階
の
み
の
公
開
と
す
る
。

２

公
開
の
目
的

史
実
に
忠
実
な
復
元
を
し
た
大
洲
城
天
守
と
多
聞
櫓
の
木
組
み
、
復
元
の
過
程
等

を
簡
易
な
展
示
と
合
わ
せ
公
開
す
る
。
ま
た
、
重
要
文
化
財
の
台
所
・
高
欄
櫓
も
併

せ
て
公
開
す
る
こ
と
で
文
化
財
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

３

公
開
の
期
間
、
時
間

期
間

毎
年
四
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

※
非
公
開
日：

十
二
月
二
十
九
日
〜
三
十
一
日

時
間

九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
（
札
止：

十
六
時
三
十
分
）

４

公
開
す
る
場
所
、
ル
ー
ト

（
往
路
）
台
所
櫓
↓
北
多
聞
櫓
↓
天
守
一
〜
四
階
↓
西
多
聞
櫓
↓
高
欄
櫓

（
復
路
）
台
所
櫓
↑
北
多
聞
櫓
↑
天
守
一
階

↑
西
多
聞
櫓
↑
高
欄
櫓

５

公
開
の
料
金

�
基
本
料
金

大
人
五
百
円

小
人
二
百
円
（
中
学
生
以
下
）

�
割
引
料
金
等

ア

共
通
券

大
洲
城
と
臥
龍
山
荘
の
共
通
券
は
二
割
引

区

分

主
管
課

建

造

物

史

跡

天
守
・
多
聞

台
所
・
高
欄
櫓

本

丸

二
の
丸
以
下

商
工
観
光
課

○

○

○

都
市
整
備
課

○
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大
人
八
百
円

小
人
三
百
円

イ

団
体
客

二
十
人
以
上
の
団
体
は
二
割
引

ウ

高
齢
者

高
齢
者
手
帳
の
所
持
者
は
無
料

エ

身
障
者

身
障
者
及
び
付
き
添
い
は
無
料

オ

幼

児

小
学
生
未
満
の
幼
児
は
無
料

６

内
部
展
示
、
寄
付
者
の
顕
彰
、
照
明

�
内
部
展
示
の
目
的

来
館
者
に
対
し
、
大
洲
城
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

復
元
の
過
程
や
大
洲
城
に
関
す
る
歴
史
等
を
パ
ネ
ル
展
示
、
映
像
等
を
用
い
て
紹

介
す
る
。

�
内
部
展
示
の
内
容

ア

大
洲
城
の
歴
史

イ

大
洲
城
の
し
く
み

ウ

復
元
の
過
程
、
伝
統
技
術

エ

展
示
品
（
十
分
の
一
木
組
模
型
、
築
城
ジ
オ
ラ
マ
、
屋
根
壁
模
型
等
）

※
武
具
、
甲
冑
な
ど
文
化
財
的
価
値
あ
る
展
示
は
、
管
理
体
制
上
支
障
が
あ

る
（
空
調
な
し
、
学
芸
員
不
在
）
た
め
一
切
行
わ
な
い
。

�
寄
付
者
の
顕
彰

十
万
円
以
上
の
寄
付
者
を
銅
板
に
刻
み
顕
彰
す
る
。
銅
板
は
、
北
多
聞
櫓
に

設
置
す
る
。

�
内
部
照
明
は
、
城
郭
特
有
の
薄
暗
さ
を
演
出
す
る
。
階
段
等
、
通
路
部
分
は
明

る
く
強
調
さ
せ
る
。

７

安
全
管
理

�
通
常
期

常
時
三
人
体
制

�
繁
忙
期

常
時
五
人
体
制

（
※
た
だ
し
、
オ
ー
プ
ン
直
後
の
二
カ
月
は
七
人

体
制
）

�
緊
急
時

商
工
観
光
課
職
員
で
対
応

�
身
障
者
、
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト

建
物
内
部
で
の
身
障
者
、
高
齢
者
の
対
応
は
、
人
的
対
応
を
原
則
と
す
る
。

内
部
展
示
に
つ
い
て
は
、
天
守
一
階
の
見
学
で
ほ
ぼ
全
容
が
分
か
る
内
容
に
す

る
。

８

受
付
業
務

領
収
ス
タ
ン
プ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
渡
し
、
電
話
対
応
、
料
金
・
券
売
機
管
理
、
館

内
外
清
掃
、
館
内
誘
導
、
ガ
イ
ド
ほ
か

９

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ケ
ッ
ト

�
無
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

受
付
で
手
渡
し
す
る
た
め
の
無
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

製
。

�
有
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
を
詳
し
く
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
一
冊
二
百
円
で
販
売
。

�
チ
ケ
ッ
ト

チ
ケ
ッ
ト
を
作
製
。
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
券
売
機
で
行
う
。

※
受
付
で
領
収
印
を
押
印
し
て
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
さ
せ
る
。

１０

公
開
開
始
時
の
報
告
書
の
作
製
及
び
Ｐ
Ｒ
活
動

�
復
元
報
告
書
（
学
術
書
）

大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
の
経
緯
や
工
事
報
告
、
研
究
報
告
を
ま
と
め
た
調
査
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報
告
書
を
作
製
す
る
。

�

復
元
記
録
ビ
デ
オ
販
売

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
記
録
を
二
十
分
程
度
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
ま
と
め
、

有
料
で
販
売
す
る
。（
一
巻
二
千
円
）

１１

条
例
の
設
置

�
大
洲
城
観
覧
料
条
例

�
大
洲
城
観
覧
料
施
行
規
則

※
平
成
十
六
年
六
月
議
会
で
制
定
。

１２

管
理
事
務
所
、
休
憩
所
、
自
販
機
、
ゴ
ミ
の
処
理

�
管
理
事
務
所
の
設
置

大
洲
城
台
所
櫓
二
階
を
使
用

�
物
産
販
売
所
の
設
置
（
臨
時
）

え
ひ
め
町
並
博
二
○
○
四
の
期
間
中
（
平
成
十
六
年
九
月
一
日
日
か
ら
十
月
三

十
一
日
ま
で
）
は
、
二
の
丸
（
市
民
会
館
横
）
で
物
産
販
売
所
（「
あ
さ
も
や
」）

を
出
店
。

�
休
憩
ベ
ン
チ
の
設
置

史
跡
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
適
宜
設
置
す
る
。

�
自
販
機
、
ゴ
ミ
入
れ
の
設
置

景
観
上
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
二
の
丸
以
下
で
の
設
置
を
検
討
。

１３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

�
建
造
物
内
で
の
ガ
イ
ド

館
内
係
員
で
対
応
す
る
。

�
市
内
観
光
地
の
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
を
図
る
。

三

夜
間
照
明
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）
及
び
夜
間
の
管
理

１

点
灯
時
間

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
点
灯
時
間
は
概
ね
次
の
と
お
り
と
す
る
。（
点
灯
開
始
は
、
日
没

三
十
分
後
。）

�
四
月
〜
九
月

二
十
時
〜
二
十
二
時

�
十
月
〜
三
月

十
八
時
〜
二
十
二
時

２

夜
間
の
管
理

�
巡
回
警
備

警
備
会
社
に
夜
間
一
回
の
巡
回
を
委
託
す
る
。

�
機
械
警
備

異
常
発
生
後
、
警
備
会
社
に
発
報
す
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る
。

四

周
辺
と
の
連
携

１

駐
車
場

�
市
民
会
館
駐
車
場

用
途

一
般
駐
車
場
と
し
て
使
用

台
数

約
五
十
台

管
理

大
洲
市
総
務
財
政
課
管
財
係

料
金

一
時
間
百
十
円
（
以
後
三
十
分
ご
と
に
六
十
円
追
加
）
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時
間

八
時
〜
二
十
二
時

�
大
洲
警
察
署
跡
臨
時
駐
車
場

用
途

大
型
バ
ス
駐
車
場
、
一
般
駐
車
場
と
し
て
使
用

台
数

大
型
バ
ス
五
台

普
通
車
約
二
十
台

管
理

大
洲
市
商
工
観
光
課

料
金

無
料

時
間

九
時
〜
十
七
時

２

周
辺
道
路
案
内
表
示

大
洲
城
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
案
内
表
示
を
六
箇
所
整
備

�
大
洲
市
民
会
館
前

Ｐ
表
示

�
大
洲
市
役
所
横
（
大
洲
保
内
線
）

誘
導
表
示

�
大
洲
市
役
所
敷
地
内

誘
導
表
示

�
肱
南
Ｉ
Ｃ
（
上
り
降
り
口
）

誘
導
表
示

�
肱
南
Ｉ
Ｃ
（
下
り
降
り
口
）

誘
導
表
示

�
郵
便
局
前

誘
導
表
示

３

サ
イ
ン
設
置

史
跡
説
明
板
等
を
周
辺
に
十
九
箇
所
設
置

（
総
合
案
内
板
×
二
箇
所
、
利
用
案
内
×
一
箇
所
、
史
跡
説
明
板
×
六
箇
所
、
史
跡

表
示
板
×
八
箇
所
、
誘
導
表
示
板
×
二
箇
所
）
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第
十
節

内
部
展
示

一

展
示
指
針

大
洲
城
の
内
部
展
示
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
パ
ネ
ル
展
示
等
を
中
心
と
し
た
最
低

限
の
展
示
物
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

１

来
訪
者
に
復
元
し
た
天
守
や
現
存
す
る
重
要
文
化
財
の
建
物
を
で
き
る
だ
け

見
て
も
ら
え
る
よ
う
少
量
の
展
示
と
し
た
。

２

大
洲
城
は
、
専
門
知
識
を
有
す
る
学
芸
員
等
が
不
在
で
、
か
つ
空
調
管
理
の

で
き
な
い
木
造
建
築
物
の
た
め
、
貴
重
な
展
示
物
は
一
切
展
示
し
な
い
こ
と
と

し
た
。

３

財
団
法
人
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
ま
と
め
た
「
大
洲
城
の
構
造
安

全
性
及
び
防
火
安
全
性
に
関
す
る
検
討
報
告
書
」
に
お
い
て
、
避
難
経
路
上
に

十
分
な
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
少
量
の
展
示
と
し

た
。

二

展
示
物
の
配
置
と
安
全
性
の
確
保

展
示
物
は
、
高
齢
者
や
身
障
者
に
も
安
全
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
建
物
一
階
の
展

示
物
で
展
示
内
容
の
ほ
ぼ
全
容
が
分
か
る
配
置
と
し
た
。
解
説
パ
ネ
ル
等
は
、
万
一

の
際
に
出
火
源
と
な
ら
な
い
よ
う
不
燃
性
の
ベ
ニ
ヤ
（
ラ
ワ
ン
防
炎
合
板
）
を
使
用

し
た
。
さ
ら
に
、
一
部
の
展
示
物
に
は
、
不
審
者
が
安
易
に
近
寄
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
イ
ベ
ン
ト
ポ
ー
ル
及
び
専
用
の
消
火
器
を
設
置
し
、
安
全
に
配
慮
し
た
。

三

展
示
物

１

解
説
パ
ネ
ル
・
ス
タ
ン
ド
等

�
内

容

主
要
な
解
説
パ
ネ
ル
は
、
メ
イ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル
と
し
て

大
き
め
に
表
示
し
た
。
解
説
ス
タ
ン
ド
等
は
、
随
所
に
配
置
し
た
。

別
表
「
解
説
パ
ネ
ル
・
ス
タ
ン
ド
等
一
覧
表
」
参
照
。

�
原
稿
図
版

主
な
解
説
原
稿
及
び
図
版
は
、
市
担
当
者
及
び
設
計
者
が
作
成
し

た
。

�
英
字
表
記

タ
イ
ト
ル
の
み
の
英
字
表
記
を
原
則
と
し
た
が
、
長
文
の
伴
う
解

説
は
、
概
要
も
英
字
表
記
し
た
。
英
字
表
記
は
、
市
内
の
英
訳
活

動
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
大
洲
支
部
（
代
表
紺
田
満
徳
氏
）
に
依
頼
し

て
作
成
し
た
。
な
お
、
監
修
は
、
市
内
在
住
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ハ

リ
ス
氏
に
依
頼
し
た
。

�
設
計
作
製

解
説
パ
ネ
ル
・
ス
タ
ン
ド
等
の
設
計
及
び
作
製
は
、
中
村
展
設
株

式
会
社
（
東
京
都
）
が
行
っ
た
。
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解説パネル・スタンド等一覧表

【メイングラフィックパネル】
数量
１
１
１
１
１
１
１
１
１
９

【解説スタンド】
数量
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
９
２８

【表示パネル】
数量
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１１

【その他】
数量
１
１
１
１
４

形状寸法
解説・写真・図版 Ｗ１７５０×Ｈ１７５０
解説・写真・図版 Ｗ７５０×Ｈ１７２０
解説・写真・図版 Ｗ１４５０×Ｈ１７２０
解説・写真・図版 Ｗ７５０×Ｈ１７２０
解説・写真・図版 Ｗ７５０×Ｈ１７２０
解説・写真・図版 Ｗ７５０×Ｈ１７２０
解説・写真・図版 Ｗ７５０×Ｈ１７２０
解説・写真・図版 Ｗ７５０×Ｈ１７２０
解説・写真・図版 Ｗ７５０×Ｈ１７２０

形状寸法
解説・写真 Ｗ２００×Ｈ３００
解説 Ｗ１５０×Ｈ１５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ４００×Ｈ４００
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ４００×Ｈ４００
解説スタンド Ｗ４００×Ｈ４００
解説スタンド Ｗ４００×Ｈ４００
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
置型サイン Ｗ２５０×Ｈ２５０
スタンドサイン Ｗ３７５×Ｈ３００
サイン Ｗ１５０×Ｈ１５０

形状寸法
解説 Ｗ７１０×Ｈ４６６
解説 Ｗ４５０×Ｈ１５０
解説 Ｗ４５０×Ｈ１５０
解説スタンド Ｗ２５０×Ｈ２５０
Ｗ１５０×Ｈ１５０×Ｄ５
Ｗ１５０×Ｈ１５０×Ｄ５
Ｗ１５０×Ｈ１５０×Ｄ５
サイン Ｗ５００×Ｈ７５０
サイン Ｗ２５０×Ｈ２５０
サイン Ｗ３００×Ｈ１５０

形状寸法
写真 Ｗ１２００×Ｈ４５０
写真 Ｗ１２００×Ｈ４５０
Ｗ２４００×Ｈ３００×Ｄ９００
Ｗ９００×Ｈ４５０×Ｄ４５０

内 容
元禄五年大洲城絵図を原寸で展示
年表
大洲城の歴史を解説
大洲城の縄張りを解説
天守の特徴を解説
他の天守との高さくらべ
天守復元に必要とした史料等の解説
復元の経過を写真を用いて解説
伝統工法について解説

内 容
元禄五年大洲城絵図の解説
復元天守の１０分の１木組み模型の解説
台所櫓の解説
鉄炮狭間の解説
心柱の解説
吹き抜けの解説
火灯窓の解説
天守の屋根・壁の断面を解説
高欄櫓の解説
石落しの解説
木曳き式に使用した梁材を解説
木組みの様子を解説
天守１階の柱の名付け図
天守２階の柱の名付け図
天守３階の柱の名付け図
天守４階の柱の名付け図
天守４階の上棟祭の用具を解説
観覧する際の注意事項を表示
平面図により城内を案内表示
階段での注意事項を表示

内 容
顕彰板の解説表示
ジオラマモデル（築城風景）の表示
ジオラマモデル（山・川での作業風景）の表示
天守鯱の解説
心柱の断面を解説
栗材の断面を解説
梁材の断面を解説
観覧料等の案内表示
監視カメラの表示
頭上注意の表示

内 容
高欄櫓２階からの展望を解説
高欄櫓２階からの展望を解説
木材の断面を展示するための展示台
鯱を展示するための展示台

タイトル
元禄五年大洲城絵図
大洲城年表
大洲城の歴史
城の縄張り
天守の特徴
天守大きさくらべ
天守の復元
復元のあゆみ
伝統技術を受け継ぐ

タイトル
元禄五年大洲城絵図解説
復元天守の木組雛形
台所櫓
鉄炮狭間
心柱
吹き抜け
火灯窓
屋根断面模型
高欄櫓
石落し
梁
木組み
柱材－天守１階－
柱材－天守２階－
柱材－天守３階－
柱材－天守４階－
上棟祭用具
ご注意ください！
城内案内図
左側通行・急勾配注意

タイトル
復元の趣旨
大洲城築城ジオラマ
大洲城築城ジオラマ
天守鯱
天守１階心柱の断面
土台に使用した栗材の断面
梁に使用した桧材の断面
大洲城観覧のご案内
監視カメラ作動中
頭上ちょんまげにご注意くだされ！

タイトル
大洲のまちの展望紹介台（西側）
大洲のまちの展望紹介台（南側）
木材展示台
鯱展示台

№
１
２
３
４
５
６
７
８
９

№
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０

№
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

№
１
２
３
４
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２

大
洲
城
築
城
ジ
オ
ラ
マ

�
内

容

城
郭
復
元
の
伝
統
工
法
を
来
訪
者
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た

め
、
展
示
物
の
目
玉
と
し
て
大
洲
城
が
創
建
さ
れ
た
当
時
の
様
子

を
十
分
の
一
サ
イ
ズ
の
ジ
オ
ラ
マ
（
情
景
模
型
）
で
再
現
し
た
。

ジ
オ
ラ
マ
の
製
作
は
、
造
形
作
家
の
南
條
亮
氏
（
大
阪
府
）
に
依

頼
し
た
。

�
人
形
製
作

ジ
オ
ラ
マ
に
登
場
す
る
約
百
二
十
体
の
人
形
の
う
ち
五
十
体
は
、

人
形
の
顔
モ
デ
ル
を
一
般
公
募
し
た
。
残
り
の
人
形
は
、
工
事
に

携
わ
っ
た
職
人
等
を
モ
デ
ル
と
し
た
。

〈
ジ
オ
ラ
マ
モ
デ
ル
募
集
結
果
〉

○
募
集
期
間

平
成
十
六
年
二
月
十
日
〜
三
月
十
五
日

○
応
募
者

一
二
五
通

○
応
募
者
内
訳

男
性
九
〇
人

女
性
三
五
人

（
市
内
七
二
人

県
内
三
七
人

県
外
一
六
人
）

○
当
選
者
内
訳

男
性
四
三
人

女
性
七
人

（
市
内
二
七
人

県
内
一
六
人

県
外
七
人
）

○
そ
の
他

当
選
者
は
、
人
形
製
作
費
一
万
円
を
負
担
し
た
。
人
形
の
背

中
に
は
、
当
選
者
が
指
定
す
る
背
文
字
を
表
示
し
た
。
ジ
オ

ラ
マ
の
説
明
パ
ネ
ル
に
は
、
当
選
者
の
住
所
・
氏
名
と
背
文

字
を
表
示
し
た
。

�
設
計
製
作

ジ
オ
ラ
マ
の
設
計
及
び
製
作
は
、
株
式
会
社
デ
ィ
グ
（
大
阪
府
）

が
行
っ
た
。

大洲城築城ジオラマモデル募集記者発表の様子（中央：南條氏）
（Ｈ１６．２．１０）
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大洲城築城ジオラマ
（築城の風景）

大洲城築城ジオラマ
（山・川での作業風景）
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第
十
一
節

案
内
板
、
史
跡
説
明
板
等
の
設
置

県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
案
内
板
、
史
跡
説
明
板

等
（
サ
イ
ン
）
の
設
置
を
行
っ
た
。

一

案
内
板
、
史
跡
説
明
板
等
の
概
要

１

意
匠
及
び
設
置
場
所

案
内
板
、
史
跡
説
明
板
等
の
意
匠
は
、
城
跡
と
区
別
し
た
現
代
風
の
意
匠
を
採
用

し
た
。
設
置
場
所
は
、
来
訪
者
の
目
に
つ
き
や
す
い
、
か
つ
事
前
の
発
掘
調
査
で
遺

構
に
影
響
の
な
い
箇
所
に
設
置
し
た
。
史
跡
説
明
板
等
は
、
主
要
な
建
造
物
及
び
そ

の
跡
等
を
選
定
し
設
置
し
た
。
な
お
、
意
匠
及
び
設
置
場
所
の
選
定
に
あ
た
り
、
大

洲
城
天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
（
平
成
十
六
年
二
月
十
三
日
開
催
）
の
承
認
を

得
た
。

２

種

類

（
合
計

十
九
基
）

�
総
合
案
内
板

（
二
基
）

「
周
辺
案
内
図
」、「
大
洲
城
の
沿
革
」

�
利
用
案
内
板

（
一
基
）

「
大
洲
城
利
用
案
内
」

�
史
跡
説
明
板

（
六
基
）

「
櫓
下
御
門
跡
」、「
下
台
所
」、「
暗
り
門
跡
」、「
井
戸
丸
と
石
垣
の
修
復
」、「
苧

綿
櫓
」、「
三
の
丸
南
隅
櫓
」

�
史
跡
表
示
板

（
八
基
）

「
北
の
菱
御
門
跡
」、「
御
門
番
長
屋
」、「
玉
櫓
跡
」、「
鉄
炮
櫓
跡
」、「
か
ま
櫓

跡
」、「
二
の
丸
御
殿
跡
」、「
本
丸
廻
り
櫓
跡
」、「
水
の
手
櫓
・
水
の
手
御
門
跡
」

�
誘
導
表
示
板

（
二
基
）

「
中
江
藤
樹
像
・
天
守
・
ト
イ
レ
」、「
天
守
・
苧
綿
櫓
」

２

現
状
変
更
許
可

案
内
板
、
史
跡
説
明
板
等
の
設
置
に
伴
い
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
で
史
跡
の
現
状

変
更
許
可
を
得
た
。（
平
成
十
六
年
八
月
二
十
五
日
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
指
令
十
六

教
文
財
第
二
五
〇
号
）

３

説
明
文
の
作
成

説
明
文
は
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、
市
担
当
者
及
び
設
計
者
で
作

成
し
た
。
英
字
表
記
は
、
内
部
展
示
と
同
様
、
タ
イ
ト
ル
の
み
の
英
字
表
記
を
原
則

と
し
た
が
、
長
文
の
伴
う
解
説
は
、
概
要
も
英
字
表
記
し
た
。
英
字
表
記
の
作
成
は
、

市
内
の
英
訳
活
動
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
大
洲
支
部
（
代
表
紺
田
満
徳
氏
）
に
依
頼
し
た
。

な
お
、
監
修
は
、
市
内
在
住
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ハ
リ
ス
氏
に
依
頼
し
た
。
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総合案内板「周辺案内図」
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総合案内板「大洲城の沿革」・利用案内板「大洲城利用案内」
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史跡説明板「櫓下御門跡」
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史跡説明板「下台所」・「暗り門跡」
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史跡説明板「井戸丸と石垣の修復」
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史跡説明板「苧綿櫓」
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史跡説明板「三の丸南隅櫓」
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史跡表示板

58

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第２章　Ｐ７～６６  2005.01.06 14.04.08  Page 58 

58



誘導表示板

59

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第２章　Ｐ７～６６  2005.01.06 14.04.08  Page 59 

59



第
十
二
節

事
業
の
経
過
と
復
元
映
像
の
記
録

一

事
業
の
経
過

（
平
成
六
年

十
月

大
洲
城
天
守
閣
再
建
検
討
委
員
会
発
足
）

平
成
八
年

七
月

大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
発
足

平
成
九
年

三
月

外
観
模
型
完
成
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
常
設
展
示

平
成
十
年

三
月

大
洲
城
跡
内
樹
木
現
況
調
査
完
了

同

五
月

県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」
保
存
整
備
計
画
策
定

同

十
月

天
守
跡
地
質
調
査
完
了

平
成
十
一
年

二
月

天
守
跡
発
掘
調
査
開
始
（
平
成
十
二
年
一
月
ま
で
）

同

三
月

基
本
設
計
完
了

同

四
月

建
築
工
事
費
十
三
億
円
、
募
金
目
標
額
五
億
円
に
決
定

同

九
月

募
金
活
動
、
募
木
活
動
が
本
格
始
動

平
成
十
二
年

一
月

御
杣
始
め
式

同

三
月

第
一
次
樹
木
整
備

同

九
月

石
垣
耐
力
度
調
査
完
了

同

十
二
月

文
化
庁
及
び
愛
媛
県
教
育
委
員
会
か
ら
天
守
の
復
元
に

つ
い
て
現
状
変
更
許
可

同

同

発
掘
調
査
概
要
報
告
書
発
行
（
市
教
委
）

平
成
十
三
年

二
月

実
施
設
計
完
了

同

三
月

防
災
・
構
造
安
全
評
価
取
得

同

六
月

愛
媛
県
建
築
審
査
会
が
建
築
基
準
法
第
三
条
の
適
用
に

つ
い
て
同
意

同

同

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
発
注

同

九
月

御
用
木
お
披
露
目
式

同

十
月

石
垣
修
復
工
事
着
工

同

十
二
月

第
二
次
樹
木
整
備

平
成
十
四
年

二
月

起
工
式

同

同

木
工
事
着
工

同

同

基
礎
工
事
着
工

同

六
月

木
曳
き
式

同

七
月

素
屋
根
（
仮
設
足
場
）
設
置

同

九
月

設
備
工
事
着
工

同

十
二
月

第
一
回
一
般
見
学
会

平
成
十
五
年

一
月

瓦
製
作
開
始

同

四
月

上
棟
式
、
第
二
回
一
般
見
学
会
、
瓦
記
名
会

同

六
月

外
構
工
事
着
工

同

八
月

第
三
回
一
般
見
学
会

同

十
一
月

第
四
回
一
般
見
学
会

平
成
十
六
年

二
月

第
三
次
樹
木
整
備

同

五
月

一
昼
城
（
素
屋
根
解
体
）

同

七
月

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
竣
工

同

八
月

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
開
始

同

同

先
行
公
開
（
プ
レ
オ
ー
プ
ン
）

同

九
月

完
成
記
念
式
典
、
一
般
公
開
開
始
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二

復
元
映
像
の
記
録

本
事
業
に
関
係
す
る
映
像
の
記
録
は
、
株
式
会
社
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
西
瀬

戸
に
委
託
し
て
実
施
し
た
。

１

記
録
期
間

平
成
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
一
月
五
日
ま
で

２

記
録
映
像

別
表
「
復
元
記
録
映
像
一
覧
表
」
の
と
お
り

３

成

果

品

�
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

○
タ
イ
ト
ル

「
平
成
の
城
普
請
〜
大
洲
城
天
守
の
復
元
〜
」

○
収
録
時
間

十
八
分

○
販
売
価
格

二
千
円

○
そ
の
他

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
そ
れ
ぞ
れ
五
百
個
作
製

�
全
記
録
版

○
タ
イ
ト
ル

「
大
洲
城
復
元
の
全
記
録
」

○
収
録
時
間

九
十
分

○
販
売
価
格

販
売
な
し

○
そ
の
他

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
一
部
あ
り
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復元記録映像一覧表

内 容

ボーリング調査

御杣始め式

〃

天守閣付近現地調査

調査開始 木材伐採・電柱移動

礎石調査

第１回発掘調査現地説明会前レクチャー

第１回発掘調査現地説明会

第６回復元委員会

保存管理専門委員会・伐採樹木現地調査

石垣調査

第２回発掘調査現地説明会

第１次樹木整備

第８回復元委員会・専門委員会

石垣耐力度調査

木材調達（新谷公益会）

木材保管倉庫建設

製材風景（大洲製材）

ラジコンヘリによる石垣図化作業

御用木お披露目式

石垣指導（広島大学三浦正幸教授）

天守台石垣（西面）発掘調査

第２次樹木整備

起工式

基礎工事・木曽材の調達

基礎工事（アースドリル）

梁材撮影（加工場）

柱材芯抜き（福井県）

基礎型枠完成

基礎コンクリート打設完了

石垣はつり作業

木曳き式

〃

石垣据え付け（隅石・中石）

素屋根工事・栗材加工

イルミネーション

素屋根最上部より、工程会議、たたき検討

たたき施工（現場）

たたき練り合わせ（城ノ戸技建）

木工事（土台）・多聞解体

土台完成

立柱式

原寸図作成（加工場）

１階木組み

１階木組み

１階木組み完了

テープ種類

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶ

ＢＥＴＡＣＡＭ

ＢＥＴＡＣＡＭ

ＢＥＴＡＣＡＭ

ＤＶ

ＤＶ

ＤＶＣＰＲＯ

ＢＡＴＥＣＡＭ

ＢＡＴＥＣＡＭ

ＢＡＴＥＣＡＭ

ＢＡＴＥＣＡＭ

ＤＶ

ＤＶ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＢＡＴＥＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

撮影日

平成１０年１１月１日

平成１１年１月１２日

平成１１年１月２８日

平成１１年２月１日

平成１１年２月１７日

平成１１年３月１８日

平成１１年３月２０日

平成１１年４月２２日

平成１１年７月５日

平成１１年８月２０日

平成１１年１１月１４日

平成１２年３月１５日

平成１２年７月３１日

平成１２年８月５日

平成１２年１０月３１日

平成１３年２月１３日

平成１３年７月１８日

平成１３年７月２７日

平成１３年９月３０日

平成１３年１０月４日

平成１３年１０月１５日

平成１３年１２月１４日

平成１４年２月５日

平成１４年２月２２日

平成１４年３月１３日

平成１４年３月１５日

平成１４年４月２４日

平成１４年５月８日

平成１４年５月１３日

平成１４年５月２９日

平成１４年６月１日

平成１４年６月６日

平成１４年７月１７日

平成１４年８月１日

平成１４年９月１１日

平成１４年９月１４日

平成１４年９月１６日

平成１４年９月２５日

平成１４年９月３０日

平成１４年１０月４日

平成１４年１０月４日

平成１４年１０月１５日

平成１４年１０月１６日

平成１４年１０月１８日

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４
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内 容

２階梁材仮組み（大竹）

４階棟木伐採（如法寺）

壁土練り風景、二階木組み開始

壁土づくり（五十崎）

２階木組み完成

２階木組み完成俯瞰

一般見学会

３階木組み終了、�越川工務店越川辰蔵会長見学
和釘調整（加工場）

和釘調整２回目（現場）

漆喰作り・壁土練り返し（城ノ戸技建）

上棟式１階メインカメラ

上棟式４階カメラ

上棟式１階サブカメラ

上棟イベント

竹小舞

土壁作り 破風仕上げ

軒裏土壁塗り

土居葺き

４階記名瓦葺き、３階銅板葺き、１階長押

４階屋根 北・西面

鯱載せ

多聞櫓・唐破風・壁塗り・２階床

４階床板・２階床板

川島恒夫氏

１階床板・３階床板

１階・４階下見板

第４回一般見学会２万人達成

３階唐破風・川島会長作業

破壊検査（筑波研究所）

白鷹氏釘打ち風景

垂木砂漆喰塗り

垂木白漆喰仕上げ

３階壁漆喰仕上げ

西多聞砂漆喰仕上げ

竣工検査（本体主要部）

天守雛形・御城中御屋形絵図並地割図等（市立博物館）

素屋根撤去１

素屋根撤去２

素屋根撤去３

天守内部完成

大洲城空撮

先行公開（プレオープン）

完成記念イベント

５万人達成

テープ種類

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＢＥＴＡＣＡＭ

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＰＲＯ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

ＤＶＣＡＭ

撮影日

平成１４年１１月１５日

平成１４年１１月２８日

平成１４年１２月３日

平成１４年１２月９日

平成１４年１２月１２日

平成１４年１２月２０日

平成１４年１２月２１日

平成１５年１月２４日

平成１５年２月１４日

平成１５年２月２８日

平成１５年３月１４日

平成１５年４月４日

平成１５年４月６日

平成１５年４月３０日

平成１５年６月３日

平成１５年６月５日

平成１５年６月１９日

平成１５年７月１７日

平成１５年７月２１日

平成１５年８月６日

平成１５年８月２９日

平成１５年９月１９日

平成１５年９月２７日

平成１５年１０月９日

平成１５年１１月７日

平成１５年１１月２３日

平成１５年１２月７日

平成１６年２月２６日

平成１６年３月１２日

平成１６年３月２６日

平成１６年３月２７日

平成１６年４月２１日

平成１６年４月２６日

平成１６年５月１１日

平成１６年５月１９日

平成１６年５月２２日

平成１６年５月２５日

平成１６年５月２６日

平成１６年７月１２日

平成１６年８月１３日

平成１６年８月１４日

平成１６年９月１日

平成１６年１１月５日

№

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

８７

63

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第２章　Ｐ７～６６  2005.01.06 14.04.08  Page 63 

63



第
十
三
節

一
般
公
開

一

先
行
公
開
（
プ
レ
オ
ー
プ
ン
）

平
成
十
六
年
八
月
十
四
・
十
五
日
の
両
日
、
一
般
公
開
前
に
お
盆
期
間
中
の
帰
省

客
に
も
復
元
し
た
大
洲
城
を
見
て
も
ら
お
う
と
先
行
公
開
を
開
催
し
た
。

１

期

日

平
成
十
六
年
八
月
十
四
日
（
土
）
・
十
五
日
（
日
）

２

内

容

建
物
内
部
の
公
開
（
但
し
、
内
部
展
示
な
し
）

余
り
材
（
端
材
）
の
販
売

３

整
理
料

大
人
三
百
円
、
小
人
百
円

４

参
加
者

合
計

五
、
四
二
〇
人

・
十
四
日

大
人
一
、
五
〇
九
人

小
人
三
三
六
人

高
齢
者
等
三
七
五
人

計

二
、
二
二
〇
人

・
十
五
日

大
人
二
、
〇
七
二
人

小
人
四
五
六
人

高
齢
者
等
六
七
二
人

計

三
、
二
〇
〇
人

二

一
般
公
開

平
成
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
一
般
公
開
を
開
始
し
た
。
平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で

に
五
万
八
千
人
の
集
客
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
平
成
十
六
年
十
一
月
で
目
標
人
数

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

１

月
別
観
覧
客
数
調
べ

平
成
十
六
年
九
月

二
三
、
一
四
六
人

同

十
月

二
四
、
四
二
一
人
（
累
計
四
七
、
五
六
七
人
）

同

十
一
月

一
七
、
八
一
一
人
（
累
計
六
五
、
三
七
八
人
）

２

五
万
人
達
成

平
成
十
六
年
十
一
月
五
日
、
大
洲
城
の
観
覧
客
数
が
五
万
人
を
達
成
し
た
。
五
万

人
目
と
な
っ
た
大
分
県
佐
賀
関
町
の
影
浦
広
義
さ
ん
に
桝
田
市
長
が
認
定
証
と
大
洲

城
グ
ッ
ズ
を
贈
っ
た
。

５万人目の影浦さん（左）と桝田市長（右）
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三

大
洲
城
の
活
用
例

１

川
舟
の
運
行

大
洲
城
の
す
ぐ
傍
を
流
れ
る
肱
川
を
利
用
し
、
川
舟
を
運
行
。
川
舟
か
ら
見
上
げ

る
天
守
の
姿
は
絶
景
で
あ
る
。

２

お
成
り
（
大
名
行
列
）

平
成
十
六
年
十
月
二
十
四
日
、
大
洲
城
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
お
成
り
」

（
大
名
行
列
）
が
開
催
さ
れ
た
。
毎
年
恒
例
の
伝
統
行
事
「
お
成
り
」。
か
つ
て
は
武

士
達
が
前
衛
、
後
衛
と
し
て
お
宮
の
行
列
を
守
護
し
な
が
ら
供
に
歩
い
て
い
た
。
そ

の
武
士
集
団
が
「
城
隊
」
と
し
て
復
活
し
、
町
中
を
練
り
歩
い
た
。

「お成り」を守護する武士集団「城隊」が復活し、行列に加わった。

川舟の運行
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